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第127号
平成30年
4月27日

　城下町新発田も春を迎え、新発田
城表門の桜も満開となりました。
　晴天に恵まれたこの日、多くの方
が満開の桜を写真におさめ、春のひ
と時を楽しんでいました。
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◎
議
会
提
出
議
案

 

　

議
会
提
出
議
案
は
、
意
見
書
３
件
が
提
出

さ
れ
、
う
ち
２
件
を
本
会
議
で
可
決
し
、
国

な
ど
に
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
（
内
容
は

６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

◎
市
長
提
出
議
案

30
年
度
当
初
予
算

　

平
成
30
年
度
当
初
予
算
案
が
市
長
か
ら
提

案
さ
れ
、
一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

や
各
常
任
委
員
会
で
審
査
し
た
後
、
本
会
議

で
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
４

１
０
億
円
、
10
の
特
別
会
計
の
合
計
２
６
２

億
３
１
６
３
万
３
０
０
０
円
、
企
業
会
計

（
水
道
事
業
会
計
）
３
７
億
８
８
６
０
万
７

０
０
０
円
の
総
額
７
１
０
億
２
０
２
４
万
円

（
前
年
度
比
３
０
億
６
３
７
１
万
４
０
０
０

円
、
４
・
１
％
減
）
と
し
、
前
年
度
と
比
較

す
る
と
、
東
小
学
校
校
舎
建
設
な
ど
の
大
型

建
設
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
総
額
は
減

額
と
な
っ
た
が
、
内
容
的
に
は
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
一
層
充
実
さ
せ
る
「
攻
め
の
予
算
」
と

し
た
と
市
長
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
議
員
12
人
で
構
成
す

る
一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、
４
日
間
に
わ
た
る
審
査
の
後
、
最
終
日

の
本
会
議
に
お
い
て
、
こ
の
予
算
議
案
に
対

す
る
討
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
（
一
般
会
計

予
算
審
査
の
内
容
は
16
ペ
ー
ジ
か
ら
19
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）。

29
年
度
補
正
予
算

　

平
成
29
年
度
補
正
予
算
も
同
時
に
提
案
さ

れ
、
退
職
手
当
の
調
整
、
国
・
県
の
補
助
内

示
等
及
び
国
の
補
正
予
算
に
伴
う
事
業
費
の

調
整
、
急
を
要
す
る
事
務
事
業
に
係
る
経
費

の
調
整
な
ど
に
よ
る
補
正
予
算
議
案
、
不
足

が
見
込
ま
れ
る
除
雪
費
の
専
決
予
算
な
ど
を

審
議
し
ま
し
た
。

一
般
議
案

　

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
、
旧
学
校
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
、
一
般
職
の

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
、
市
道
路
線
の
認
定
な
ど
を
各

常
任
委
員
会
で
専
門
的
に
審
査
し
た
後
、
本

会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

会
派
代
表
質
問

　

各
会
派
を
代
表
し
て
５
人
の
議
員
が
、

「
重
要
施
策
」
や
「
行
財
政
問
題
」
な
ど
新

発
田
市
の
将
来
像
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か

を
中
心
に
、
市
長
の
政
治
姿
勢
や
教
育
委
員

会
の
方
針
を
た
だ
し
ま
し
た
（
質
問
と
答
弁

は
７
ペ
ー
ジ
か
ら
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

一
般
質
問

　

２
日
間
に
わ
た
り
、
11
人
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
市
長
、
教
育
長
に
答

弁
を
求
め
、
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
（
質
問

と
答
弁
は
10
ペ
ー
ジ
か
ら
15
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）。

行
政
報
告

　

市
長
か
ら
初
日
の
本
会
議
で
行
政
報
告
が

な
さ
れ
、
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
で
生
産
さ
れ

た
特
殊
肥
料
の
肥
料
取
締
法
違
反
に
伴
う
損

害
賠
償
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
肥

料
取
締
法
違
反
に
伴
う
、
出
荷
自
粛
及
び
県

特
別
栽
培
農
産
物
認
証
（
玉
ね
ぎ
）
の
取
り

消
し
に
よ
る
損
害
賠
償
は
、
１
月
中
に
全
て

の
支
払
い
を
完
了
し
、
そ
の
後
、
県
特
別
栽

培
農
産
物
認
証
（
米
）
に
つ
い
て
も
損
害
賠

償
額
が
確
定
し
た
。
県
特
別
栽
培
農
産
物
認

証
（
米
）
が
取
り
消
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
損

害
を
受
け
ら
れ
た
方
は
５
名
で
、
損
害
額
は

７
９
万
９
４
２
３
円
と
な
り
、
対
象
者
へ
の

市
議
会
２
月
定
例
会

 
平
成
30
年
度
当
初
予
算
案
、一
般
議
案
な
ど
68
議
案
を
審
議

　

平
成
30
年
２
月
定
例
会
は
、
２
月
27
日
か
ら
３
月
28
日
ま
で
の
30
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
平
成
30
年
度
当
初
予
算
議
案
や
条
例
改
正
案
、
教
育
長
の
任
命
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
派
代
表
質
問
や
一
般
質
問
で
市
長
の
政
治
姿
勢
な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

当初予算案などを説明する市長
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聞
き
取
り
や
書
類
調
査
に
よ
り
算
出
し
た
実

害
額
で
あ
る
。
２
月
定
例
会
で
損
害
額
を
補

正
予
算
と
し
て
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議

決
後
、
示
談
の
締
結
及
び
賠
償
金
の
支
払
い

を
す
る
予
定
で
あ
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

平成30年度一般会計当初予算の主な内容
総額410億円　前年度より2.7％減

○
教
育
委
員
会
教
育
長
（
同
意
）

　
山
田
　
亮
一
　
氏
（
御
幸
町
４
）
新
任

○
教
育
委
員
会
委
員
（
同
意
）

　
桑
原
　
ヒ
サ
子
　
氏

（
新
潟
市
西
区
五
十
嵐
）
再
任

○
固
定
資
産
評
価
員
（
同
意
）

　
渡
邊
　
　
太
　
氏
（
税
務
課
長
）

人
事
議
案

【　少子化対策　】
待機児童解消事業� 1億7,321万円
私立保育園の整備支援並びに私立保育園、認定こど
も園の保育士宿舎借上に対する支援を開始する。

第３子以降学校給食費支援事業� 1,834万円
小中学校に在学する児童生徒を３人以上養育してい
る保護者に、第３子以降の児童生徒に係る学校給食
費の全額補助を開始する。

婚活支援事業� 525万円
出会いイベントやセミナーの実施に加え、マッチン
グ事業等を強化し、胎内市・聖籠町との定住自立圏
域全体での、交流人口、定住人口の増加を目指す。

母子保健活動事業� 713万円
かかりつけ保健師による一貫した育児サポートに併
せ、妊産婦相談事業の充実、父子手帳の作成等を行う。

【　産業振興　】
担い手育成総合発展支援事業� 1,000万円
大規模経営を行う経営体、新規就農者、販売力強化
を目指す生産者グループへの支援を行う。

Ｇ
ギ ャ ッ プ

ＡＰ（農業生産工程管理）推進事業� 19万円
研修会の開催等により制度の周知を図る。

地域農産物等輸出促進事業� 1,100万円
国際食品見本市フード台

タイペイ

北への出展、台湾産業関係
者の招へいなどを実施し、特産品の販路拡大と市場
調査・試験販売などに取り組む。

蕗谷虹児記念館活用事業� 351万円
蕗谷虹児生誕120周年を記念し、記念展や関東回遊
企画展などを開催し魅力向上を図る。

まちなか賑わい創出事業� 1,522万円
ヨリネスしばたを中心とするまちなかでの賑わいを
創出するため、各事業の実施団体などと協働してイ
ベントや企画などを実施する。

【　教育の充実　】
10代の居場所カフェ事業� 200万円
中高生が気軽に話せる居場所として、イクネスしば
たに相談スペースを設ける。

いじめ防止対策事業� 265万円
いじめや虐待などから守るＣ

キ ャ ッ プ

ＡＰプログラムを児童
生徒、教職員、保護者が受け、共有認識によりいじ
め根絶を目指す。

放課後子ども教室推進事業� 728万円
新規に猿橋小学校でも事業を実施し、子どもたちの
安心安全な居場所を確保するとともに、児童の生き
る力を育む。

歴史図書館事業� 2,614万円
７月の開館に向け、古文書や歴史資料等の収蔵、展
示を進め、また、中央図書館と連携し市民の郷土愛

の醸成、城下町文化の涵
かん

養
よう

を図る。

【　その他　】
障害者地域生活支援事業� 1億4,059万円
ヘルプカード導入によるコミュニケーション支援や成
年後見制度利用に係る報酬助成対象者の拡大を図る。
また、猿橋コミュニティセンター内に基幹相談支援セ
ンターを設置することに係る実施設計を進める。

定住化促進事業� 5,851万円
市外からの転入者へ住宅取得や家賃に対する補助を行う
ほか、空家活用のための家財道具処分支援等を実施する。

住宅リフォーム支援事業� 5,011万円
住宅リフォーム経費助成を市単独経費により継続実
施する。

大規模体育施設整備事業� 9,592万円
旧松浦小学校屋内体育館リノベーション工事や、サ
ン・ビレッジしばたのアリーナ天井、バスケット
ゴール等の改修工事を実施する。

教育長任命の議案に対する投票
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２月定例会議決結果
　２月定例会の議案のうち、30年度予算議案等の市長提出議案59件、請願１件、陳情２件は、一般会計予算審査特別委員

会、各常任委員会でそれぞれ審査（人事議案は常任委員会で審査せず、本会議で審議後、採決）した後、また、議会提出議案

３件は直接、本会議で下記のとおり議決しました。

（各委員会審査状況は16ページから21ページをご参照ください。）

２月定例会で審議された案件
審査した
委員会
※１

議決
結果
※２

新
発
田
政
友
会

市
民
ク
ラ
ブ

民
主
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

つ
な
ぐ
会

公

明

党

賛

　

成

反

　

対
※３ ※４

市
　
　
　
長
　
　
　
提
　
　
　
出
　
　
　
議
　
　
　
案

人事議案

教育委員会教育長の任命について 可決 ※５ 22 2

教育委員会委員の任命について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

固定資産評価員の選任について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

条例の制定

新発田市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市旧学校施設の設置及び管理に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

条例の一部改正

新発田市個人情報保護条例及び新発田市情報公開条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市一般職の職員の給与に関する条例等
　※�新潟県人事委員会勧告等に伴う給与改定について県に準じた改正及び組織改正に伴

い、新発田市一般職の職員の給与に関する条例及び新発田市一般職の任期付職員の採
用等に関する条例の一部を改正するもの

総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例 総務 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ 22 3

新発田市行政組織条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市体育施設条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市国民健康保険条例等
　※�国民健康保険財政の都道府県化に伴い、新発田市国民健康保険条例、新発田市国民健

康保険税条例及び新発田市国民健康保険事業財政調整基金に関する条例の一部を改正
するもの

社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市後期高齢者医療に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市デイサービスセンター条例 社会文教 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ 21 4

新発田市手数料条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市介護保険条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ 22 3

新発田市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密
着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める
条例

社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市重度心身障害者医療費助成条例及び新発田市ひとり親家庭等の医療費助成に関す
る条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市特別会計条例等
　※�西部工業団地用地完売に伴い、特別会計を廃止するため、新発田市特別会計条例の一

部改正及び新発田市西部工業団地造成事業基金条例を廃止するもの
経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市道路占用料条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市都市公園条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市立学校施設使用条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市生涯学習センター条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市職員退職手当支給条例等
　※�国、県の職員の退職手当の支給水準が引き下げられたことに伴い、当市もこれに準ず

るため、新発田市職員退職手当支給条例、新発田市職員退職手当支給条例の一部を改
正する条例の一部を改正するもの

総務 可決 ○ ○ × × ○ ○ 18 7

新発田市長等退職手当支給条例 総務 可決 ○ ○ × × ○ ○ 18 7

新発田市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
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２月定例会で審議された案件
審査した
委員会
※１

議決
結果
※２

新
発
田
政
友
会

市
民
ク
ラ
ブ

民
主
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

つ
な
ぐ
会

公

明

党

賛

　

成

反

　

対
※３ ※４

市
　
長
　
提
　
出
　
議
　
案

29年度補正予算
一般会計（第５号）（専決） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
一般会計（第６号）（専決） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
一般会計（第７号）（専決） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
一般会計（第８号）（専決） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
一般会計（第９号） 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
土地取得事業特別会計（第１号） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
国民健康保険事業特別会計（第３号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
介護保険事業特別会計（第４号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
後期高齢者医療特別会計（第４号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
農業集落排水事業特別会計（第４号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
下水道事業特別会計（第４号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
宅地造成事業特別会計（第２号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
西部工業団地造成事業特別会計（第２号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
食品工業団地造成事業特別会計（第２号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
コミュニティバス事業特別会計（第１号） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
藤塚浜財産区特別会計（第２号） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
水道事業会計（第２号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

30年度当初予算
一般会計 予算審査 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
土地取得事業特別会計 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
国民健康保険事業特別会計 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
介護保険事業特別会計 社会文教 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ 22 3
後期高齢者医療特別会計 社会文教 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ 22 3
農業集落排水事業特別会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
下水道事業特別会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
宅地造成事業特別会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
食品工業団地造成事業特別会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
コミュニティバス事業特別会計 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
藤塚浜財産区特別会計 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
水道事業会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

その他
損害賠償の額の決定について 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
胎内市との定住自立圏形成協定の変更について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
聖籠町との定住自立圏形成協定の変更について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
財産の処分の変更について 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
市道路線の認定について 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

議
会
提
出
議
案

意見書
土地改良法を改正し、必要な施策の推進を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
バリアフリー法の改正及びその円滑な施行を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
教職員の長時間労働是正を求める意見書 否決 × × ○ ○ ○ × 9 15

請
願・陳
情

第３次勧告の完全履行により悪臭発生を止める措置を求める請願書 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
東小学校開校に伴うスクールバスに関する陳情書 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
ほ場整備事業の推進に関する陳情書 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

会派名 所　属　議　員　名
新発田政友会 川﨑孝一、湯浅佐太郎、若月　学、比企広正、今田修栄、小柳　肇、宮崎光夫、水野善栄
市民クラブ 佐藤武男、佐久間敏夫、宮島信人、中村　功、小川　徹、稲垣富士雄、井畑隆二
民主クラブ 入倉直作、渡部良一、小坂博司、小林　誠
日本共産党 加藤和雄、宮村幸男、佐藤真澄
つ な ぐ 会 阿部　聡、中野廣衛、板垣　功
公 明 党 渡邊喜夫、石山洋子

※１  「総務」　　：総務常任委員会
　　 「社会文教」：社会文教常任委員会
　　 「経済建設」：経済建設常任委員会
　　 「分割付託」：各常任委員会に分割して付託されたもの
　　 「予算審査」：一般会計予算審査特別委員会
　　　ただし、審査した委員会がない案件は本会議で即決

※２ 「可決」：�全員賛成または賛成多数により可決、推薦、承認、採択等と議決したもの
　　 「否決」：賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの

※３ 「 ○ 」：�会派構成議員全員がその議案等に対して「賛成」したもの
　　 「 × 」：�会派構成議員全員がその議案等に対して「賛成以外」のもの

※４　�議長は地方自治法第116条により表決には参加しないため、表決に参加する
全議員数は26人です。ただし、２月27日の本会議に阿部聡議員、井畑隆二議
員が欠席したため２月27日の本会議に採決した市長提出議案の表決参加議員
は24人、３月13日の本会議に井畑隆二議員が欠席したため３月13日に採決
した市長提出議案、請願・陳情の表決参加議員は25名、３月28日の本会議に
井畑隆二議員が欠席、入倉直作議員が途中退席したため、採決した市長提出
議案、一般会計予算議案の表決参加議員は25名、議会提出議案の表決参加議
員は24名です。

※５　�新発田市議会会議規則第71条第１項による無記名投票のため、賛否表示でき
ないもの
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◎土地改良法を改正し、必要な施策の推進を求める意見書

　土地改良制度をめぐる現状は、農地の所有者

と経営の分離が進んでおり、一筆１資格などの

現行制度では、事業運営を十分に行えない状況

になっている。政府には、以下の視点に立ち、

土地改良法を改正し、必要な施策を推進するこ

とを強く要望する。

　①�所有者から耕作者への組合員の資格交替を

促進すること。

　②�複雑な組合員の資格交替手続きを見直し、

円滑化を図ること。

　③�一筆１資格を見直し、組合員資格が認めら

れない耕作者や所有者が土地改良区の構成

員として参加できる制度を創設すること。

　④�土地改良区の運営には、耕作者の意向の反

映が重要なことから、現行の理事要件を見

直すこと。

　⑤�組合員全員参加の総会に加えて総代会が設

置しやすくなるよう、土地改良区の組織決

定機関を見直すこと。

　⑥�耕作者の意向を踏まえた農業用水の配分

ルールの設定など、柔軟で持続的な仕組み

に見直すこと。

（提出先）　内閣総理大臣　農林水産大臣

意見書の提出
２月定例会では、意見書２件を可決しました。
可決した意見書は、内閣総理大臣並びに関係大臣にそれぞれ送付しました。

※意見書の内容は抜粋して掲載しています。本文（全文）は市議会ホームページをご覧ください。

◎バリアフリー法の改正及びその円滑な施行を求める意見書

　2020年には、東京オリンピック・パラリンピ

ック競技大会が開催され、これを契機とした共

生社会の実現をレガシーとすべく、また、政府

の一億総活躍社会の実現を具体化するため、全

国各地の一層のバリアフリー化が進められる必

要がある。そのためには、バリアフリー法を改

正し、制度面から地域の抱える課題の解決を目

指すことが不可欠である。全国各地のバリアフ

リー水準の底上げに向けて、同法の改正及びそ

の円滑な施行を確実に実施するよう、また、次

の事項について措置するよう求める。

　①�地域の面的・一体的なバリアフリー化を進

めるため、バリアフリー法の基本構想制度

の見直しも含めた新たな仕組みを検討する

こと。

　②�公共交通事業者がハード・ソフト一体的な

取組を計画的に進める枠組みを検討するこ

と。

　③�バリアフリー施策を進める際には、高齢

者、障がい者等の意見を聞くような仕組み

を検討すること。併せて、バリアフリーの

促進に関する国民の理解を深めるととも

に、その協力を求めるよう国として教育活

動、広報活動等に努めること。

　④�バリアフリー法改正後速やかな施行を行う

観点から、改正内容について、十分に周知

を行うこと。

（提出先）　内閣総理大臣　国土交通大臣

　市議会ホームページでは、本会議のインター
ネット生中継を行っています。
　パソコンやスマートフォンなどで本会議の様
子が視聴できます。また、本会議終了後概ね１
週間後には、録画映像も配信しています。　
　なお、ご視聴の際は、市議会ホームページに
掲載の「ご利用案内」等をご確認ください。
　本会議の生中継は、本庁舎１階ロビーのモニ
ターでも行っています。
　ぜひご覧ください。

インターネットで生中継します！
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市
長
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

問　
未
来
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
と
、
市

長
は
各
種
施
策
を
執
ら
れ
て
い
る
が
、
少

子
化
と
と
も
に
課
題
と
な
る
の
が
高
齢
化

問
題
で
あ
る
。
子
ど
も
達
に
負
担
を
極
力

か
け
な
い
観
点
か
ら
、
高
齢
者
対
策
も
重

要
で
あ
る
。
中
で
も
認
知
症
は
、
ま
わ
り

か
ら
の
理
解
が
大
切
で
あ
る
。
高
齢
者
施

策
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答　

平
成
30
年
度
か
ら
の
３
カ
年
を
計
画

期
間
と
す
る
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
実
現
に
向
け
た
取

組
を
継
承
し
て
い
る
。
重
点
施
策
と
し
て

は
、「
健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防
の
推
進
」、

「
認
知
症
高
齢
者
施
策
の
推
進
」、「
連
携

と
支
え
あ
い
の
し
く
み
づ
く
り
の
推
進
」、

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
適
正
化
」
に

取
り
組
む
。
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
市
と
５
つ
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
１
名
ず
つ
、
計
６
名
の
認
知
症
地

域
支
援
推
進
員
を
配
置
し
、
積
極
的
に
地

域
に
お
け
る
支
援
体
制
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

教
育
方
針
に
つ
い
て

問　
学
力
向
上
と
不
登
校
・
い
じ
め
は
相

反
す
る
面
を
持
っ
て
い
る
。
学
力
向
上
に

力
を
入
れ
る
あ
ま
り
、
つ
い
て
行
け
な
い

子
ど
も
が
出
る
可
能
性
は
高
く
な
る
も
の

と
考
え
る
。
改
め
て
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
当
市
の
学
力
の
現
状
は
、
小
中
学
校

で
の
平
成
29
年
度
全
国
学
力
学
習
状
況
調

査
の
結
果
、
全
種
目
で
全
国
平
均
正
答
率

と
同
等
、
又
は
上
回
る
結
果
で
あ
り
、
良

好
な
状
況
で
あ
る
。
不
登
校
の
状
況
は
、

平
成
28
年
度
で
、
小
学
校
は
全
国
及
び
県

の
発
生
率
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
中
学
校

は
全
国
及
び
県
の
発
生
率
を
上
回
っ
て
い

る
。
い
じ
め
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
の

市
内
小
中
学
校
一
校
あ
た
り
の
い
じ
め
発

生
件
数
は
、
県
の
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
学
力
向
上
と
不
登
校
・
い

じ
め
と
が
、
必
ず
し
も
相
反
す
る
状
況
に

は
な
い
と
捉
え
て
い
る
。
当
市
で
は
、
子

ど
も
が
輝
く
教
育
、
子
ど
も
の
夢
や
希
望

を
育
む
教
育
を
指
針
に
掲
げ
、
全
小
中
学

校
に
対
し
て
そ
の
実
現
に
向
け
た
教
育
活

動
を
実
施
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
特

に
、
学
ぶ
意
欲
を
醸
成
し
、
確
か
な
学
力

を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
を
学
力
向
上
の

中
核
に
据
え
て
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
が
目
指
す
学
力
向
上
は
、
学

習
意
欲
の
向
上
に
基
づ
い
た
、
学
ぶ
楽
し

さ
を
味
わ
わ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
代
表
質
問
は
、
３
人
以
上
の
議
員
で
構

成
す
る
会
派
の
代
表
が
執
行
機
関
に
対
し

て
行
う
質
問
で
す
。
新
発
田
市
議
会
で
は

２
月
定
例
会
で
の
み
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
個
々
の
議
員
と
し
て
質
問
し

ま
す
が
、
代
表
質
問
は
会
派
と
し
て
執
行

機
関
に
対
す
る
疑
問
を
た
だ
し
た
り
、
所

信
表
明
を
求
め
た
り
し
ま
す
。

　
質
問
内
容
は
、
一
般
質
問
と
同
様
に
事

前
に
通
告
し
て
、
可
能
な
限
り
的
確
な
答

弁
を
求
め
ま
す
。

　
質
問
時
間
の
制
限
は
、
一
般
質
問
が
45

分
で
あ
る
の
に
対
し
60
分
と
し
て
い
ま

す
。

　
各
会
派
の
質
問
と
答
弁
を
抜
粋
で
掲
載

し
ま
す
。

　
※ 

抽
選
に
よ
り
決
定
し
た
質
問
順
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
※ 

会
派
別
の
議
員
名
簿
は
、
５
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

会派代表質問

市
民
ク
ラ
ブ

佐
久
間
敏
夫
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会派代表質問

活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
（
交
流
人

口
増
）
に
つ
い
て

問　
新
発
田
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
活
動
が
本
格
化

し
、
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
の
平
成
30
年
度
以

降
の
誘
客
促
進
な
ど
、
今
ま
で
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
農
産
物
輸
出
販
売
促
進
策
な
ど

に
加
え
て
具
体
的
な
施
策
を
伺
う
。

答　

引
き
続
き
中
国
、
台
湾
、
韓
国
の
旅

行
者
に
合
わ
せ
た
プ
ラ
ン
を
造
成
し
、
通

年
で
お
越
し
い
た
だ
け
る
定
期
観
光
へ
の

道
筋
を
作
り
た
い
。
更
に
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
あ

る
ピ
ー
チ
航
空
が
、
新
潟
・
関
西
国
際
空

港
間
を
１
日
１
往
復
運
航
す
る
こ
と
に
合

わ
せ
て
、
新
潟
空
港
と
新
発
田
の
市
街
地

を
経
由
し
て
月
岡
温
泉
を
結
ぶ
「
月
岡
温

泉
周
遊
バ
ス
」
を
運
行
し
、
今
後
急
増
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
個
人
客
の
取
り
込

み
も
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
商
社
活

動
で
は
、
新
発
田
産
米
の
輸
出
が
増
加
す

る
こ
と
に
加
え
、
取
引
事
業
者
が
新
規
市

場
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
進
出
す
る

こ
と
か
ら
、
新
発
田
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
だ
け

で
な
く
、
日
本
酒
や
各
種
特
産
品
な
ど
の

取
り
扱
い
も
い
た
だ
け
る
よ
う
協
議
し
て

い
る
。

人
が
寄
っ
て
く
る
ま
ち
づ
く
り（
人

口
減
少
対
策
）
に
つ
い
て

問　
人
口
減
少
対
策
・
定
住
促
進
策
と
し

て
発
足
し
た
「
し
ば
た
未
来
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」、
若
い
世
代
と
官
民
交
流
施

策
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
現
在
ま
で
の

活
動
内
容
、
活
動
実
績
と
平
成
30
年
度
新

た
な
魅
力
創
造
の
た
め
の
活
動
を
、
オ
ー

ル
新
発
田
で
変
革
に
挑
戦
す
る
具
体
的
な

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
伺
う
。

答　

こ
れ
ま
で
、「
仕
事
」、「
新
発
田
を
読

め
る
か
」、「
農
業
」、「
空
き
家
」、「
家
族
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
５
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
策
定
し
、
そ
の
実
践
と
し
て
、

様
々
な
取
組
を
進
め
て
き
た
。
ま
た
、
首

都
圏
に
お
け
る
魅
力
発
信
の
た
め
の
移
住

セ
ミ
ナ
ー
を
自
ら
企
画
・
実
施
し
た
り
、

移
住
希
望
者
の
体
験
ツ
ア
ー
受
入
や
交
流

な
ど
市
が
実
施
す
る
移
住
促
進
施
策
と
、

一
体
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
平
成
30
年

度
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
加
え
、
更

に
、
転
入
さ
れ
て
間
も
な
い
方
々
と
の
交

流
な
ど
を
通
し
て
、
改
め
て
新
発
田
の
魅

力
や
課
題
を
発
見
す
る
こ
と
で
、
次
の
取

組
に
つ
な
げ
て
い
く
。

農
業
振
興
策
に
つ
い
て

問　
①
ほ
場
整
備
や
農
地
集
積
・
集
約
化

に
つ
い
て
の
役
割
を
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
か
。
②
個
別
経
営
者
、
法
人
化
な
ど
の

担
い
手
育
成
の
考
え
は
。
③
地
権
者
を
含

め
農
地
集
積
に
よ
っ
て
、
ほ
場
整
備
の
償

還
金
が
助
成
さ
れ
る
こ
と
の
周
知
の
対
応

は
。
④
平
成
30
年
度
以
降
の
生
産
調
整
策

の
考
え
方
は
。

答　

①
ほ
場
整
備
と
農
地
集
積
・
集
約
化
の

取
組
は
、
農
業
を
魅
力
的
な
儲
か
る
産
業
に

す
る
た
め
に
必
要
な
、
根
本
的
か
つ
重
要
な

取
組
の
一
つ
で
あ
る
。
②
長
期
的
視
点
で
は
、

農
地
の
受
け
皿
と
な
る
法
人
の
育
成
が
必

要
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
決
め
る
の
は
地
域
の

皆
さ
ん
で
あ
り
、
今
後
の
こ
と
を
話
し
合
う
、

い
わ
ゆ
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
重
要
性
を

地
域
に
出
向
い
て
訴
え
て
い
き
た
い
。
③
農

地
集
積
・
集
約
化
の
重
要
性
に
鑑
み
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
な
が
ら
強

力
に
推
進
し
た
い
。
④「
新
発
田
市
農
業
再
生

協
議
会
」
で
、
意
見
交
換
を
経
て
方
針
が
決
定

さ
れ
、
２
月
に
生
産
数
量
目
標
の
目
安
が
提

示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
し
っ
か
り
理
解
し
、
地

域
全
体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
治
会
活
動
に
つ
い
て

問　
①
現
在
、
旧
町
村
地
区
の
地
域
要
望

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
取
組
の
考
え
方

は
。
②
旧
新
発
田
地
区
と
中
心
市
街
地
の

取
り
扱
い
の
現
状
は
。
③
今
後
、
本
庁
で

の
協
働
推
進
課
の
設
置
の
考
え
方
は
。
④

自
治
会
長
の
複
数
年
任
期
の
推
進
指
導
の

考
え
方
は
。

答　

①
要
望
内
容
が
、
多
様
か
つ
膨
大
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
進
捗
率
等
の
把
握
は
し

て
い
な
い
が
、
優
先
順
位
を
決
定
し
て
対

応
し
て
い
る
。
今
後
も
、
各
支
所
を
中
心

に
地
域
要
望
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
自

治
会
連
合
会
等
を
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、
課
題
解
決
に
取
り
組
み
た
い
。
②
旧

新
発
田
地
区
の
農
村
部
で
は
、
複
数
の
自

治
会
に
よ
る
地
域
要
望
会
を
開
催
し
て
い

る
地
区
も
あ
り
、
中
心
市
街
地
で
は
、
各
自

治
会
に
よ
る
個
別
の
要
望
と
な
っ
て
い
る
。

要
望
内
容
は
、
旧
町
村
地
区
を
含
め
優
先

順
位
を
決
定
し
対
応
し
て
い
る
。
③
市
の

協
働
は
市
民
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
が
中
心

と
な
っ
て
担
っ
て
き
た
と
認
識
し
て
お
り
、

新
し
い
課
の
設
置
等
は
現
在
考
え
て
い
な

い
。
④
各
地
域
で
議
論
を
重
ね
た
上
で
、

各
自
治
会
の
規
模
や
実
情
に
合
っ
た
運
営

が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

民
主
ク
ラ
ブ

　
入
倉　
直
作

他
の
質
問

：

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

新
発
田
政
友
会

　
湯
浅
佐
太
郎

他
の
質
問

：

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
（
教
育
の
充
実
）
に
つ
い
て
、
市

民
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
（
市
民
参

加
・
情
報
公
開
）
に
つ
い
て
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会派代表質問

生
活
保
護
の
引
き
下
げ

当
市
の
影
響
は
ど
う
か

問　
低
所
得
者
が
増
え
て
い
る
の
に
、
生

活
保
護
予
算
が
ま
た
減
額
さ
れ
た
。
諸
制

度
の
給
与
水
準
や
対
象
に
影
響
す
る
が
、

今
日
子
ど
も
の
い
る
家
庭
ほ
ど
大
変
で
あ

る
。
就
学
援
助
や
保
育
料
、
母
子
加
算
な

ど
影
響
は
ど
う
か
。
ま
た
、
市
で
就
学
援

助
等
の
引
き
下
げ
を
中
止
で
き
な
い
か
。

答　

就
学
援
助
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年

度
の
生
活
保
護
基
準
見
直
し
の
際
、
「
見

直
し
の
影
響
が
就
学
援
助
の
受
給
者
に
及

ば
な
い
よ
う
に
」
と
の
文
科
省
通
知
を
受

け
、
市
独
自
で
認
定
係
数
の
見
直
し
を
行

い
配
慮
し
て
い
る
。
今
回
基
準
が
引
き
下

げ
ら
れ
た
際
ど
う
す
る
の
か
は
、
文
科
省

か
ら
の
通
知
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
が
、
他

市
町
村
の
動
向
等
も
見
な
が
ら
検
討
し
た

い
。
保
育
料
は
、
住
民
税
の
課
税
状
況
を

元
に
定
め
て
い
る
が
、
平
成
31
年
度
以
降

の
税
制
改
正
で
検
討
さ
れ
る
見
込
み
で
、

こ
の
推
移
を
見
守
り
た
い
。
母
子
加
算
、

児
童
養
育
加
算
に
つ
い
て
は
、
受
給
世
帯

の
状
況
に
応
じ
て
加
算
さ
れ
認
定
さ
れ
る
。

教
員
の
長
時
間
労
働
解
消
へ
抜
本

策
は
示
せ
る
か

問　
①
文
科
省
は
、
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超

え
働
く
教
員
は
、
小
学
校
33
・
５
％
、
中

学
校
57
・
６
％
と
発
表
。
教
員
の
長
時
間

労
働
解
消
の
一
つ
は
、
学
校
徴
収
金
の
削

減
、
も
う
一
つ
は
教
員
の
定
数
増
を
実
現

す
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
市
独
自
の
教
育

の
改
善
は
ど
う
か
。
②
中
学
校
の
部
活
動

は
、
長
時
間
労
働
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
る
が
、
抜
本
的

改
善
策
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答　

①
教
職
員
定
数
は
、
義
務
標
準
法
に

基
づ
い
て
児
童
生
徒
数
に
応
じ
た
学
級
編

成
が
な
さ
れ
、
配
当
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
定
数
拡
充
は
全
国
的
な
課
題
で
あ
り
、

市
単
独
で
の
要
望
で
は
な
く
、
市
長
会
等

を
通
じ
国
へ
粘
り
強
く
要
望
す
る
。
改
善

に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
課
が
学
校
と
連

携
し
、
相
談
支
援
業
務
を
行
い
、
更
に
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
核
に

な
っ
て
、
専
門
機
関
と
学
校
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
る
。
②
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
案
や
県
教
育
委
員
会
の
方
針
案
を

踏
ま
え
、
ま
ず
は
、
運
動
部
活
動
に
関
す

る
「
方
針
」
を
策
定
し
、
適
切
に
行
わ
れ

る
よ
う
各
校
を
指
導
し
て
い
き
た
い
。

ほ
場
整
備
の
進
捗
の
た
め
に
埋
蔵

文
化
財
調
査
に
工
夫
を

問　
「
ほ
場
整
備
事
業
」
に
伴
う
埋
蔵
文

化
財
発
掘
調
査
の
人
員
が
足
り
て
い
な
い
。

調
査
員
増
な
ど
、
何
ら
か
の
手
を
打
た
ね

ば
円
滑
な
「
ほ
場
整
備
事
業
」
の
進
捗
に

支
障
を
き
た
す
の
で
は
な
い
か
。

答　

ほ
場
整
備
事
業
は
、
県
が
所
管
す
る

事
業
で
、
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
県
の
計

画
に
基
づ
き
、
土
地
改
良
区
が
地
元
と
の

調
整
を
図
り
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い

る
。
整
備
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
調
査
に
つ

い
て
は
、
２
月
21
日
に
新
発
田
市
内
土
地

改
良
区
連
絡
協
議
会
よ
り
、
直
接
要
望
書

を
い
た
だ
き
、
現
状
に
つ
い
て
も
聞
い
て

い
る
。
ほ
場
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
み
、

埋
蔵
文
化
財
調
査
の
要
請
も
増
え
続
け
て

い
る
が
、
年
度
ご
と
の
計
画
に
沿
っ
て
、

事
業
を
進
め
て
お
り
、
担
当
課
か
ら
は
、

遅
れ
は
生
じ
て
い
な
い
と
の
報
告
を
受
け

て
い
る
。
引
き
続
き
、
県
新
発
田
地
域
振

興
局
や
県
教
育
委
員
会
、
ま
た
、
土
地
改

良
区
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。

年
度
を
通
し
て
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
達

成
の
た
め
の
施
策
を

問　
ほ
場
整
備
事
業
進
捗
の
た
め
の
円
滑

な
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
、
年
度
を
通
し

て
の
通
年
待
機
児
童
ゼ
ロ
達
成
、
い
ず
れ

も
単
年
度
で
は
実
現
で
き
な
い
。
長
期
に

わ
た
る
「
戦
略
性
」、
時
代
の
変
化
に
対
応

す
る
「
柔
軟
性
」
が
必
要
で
あ
る
。
４
月

１
日
・
10
月
１
日
で
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
は

達
成
し
た
。
今
後
は
年
度
を
通
し
て
の
通

年
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す
べ
き
と
思
う

が
い
か
が
か
。

答　

待
機
児
童
の
解
消
は
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
達
の
育
成
に
直
結
す
る
だ
け
で
な

く
、
他
市
と
比
べ
当
市
の
優
位
性
を
示
す

う
え
で
さ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
少
子

化
対
策
の
「
一
丁
目
一
番
地
」
と
い
う
べ

き
重
要
な
取
組
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地

が
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
状
か
ら
目

を
背
け
る
こ
と
な
く
、
新
発
田
市
ま
ち
づ

く
り
総
合
計
画
の
平
成
31
年
度
の
改
定
の

際
に
は
、
更
に
目
標
を
高
く
設
定
し
た

「
待
機
児
童
通
年
ゼ
ロ
」
を
成
果
目
標
に

掲
げ
、
全
力
で
待
機
児
童
の
完
全
解
消
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

日
本
共
産
党

　
宮
村　
幸
男

つ
な
ぐ
会

　
阿
部　
　
聡

他
の
質
問

：

防
災
予
算
の
増
額
・
伝
達

手
段
の
多
様
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
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問　
昨
年
８
月
に
人
事
院
勧
告
が
出
て
か

ら
当
市
で
も
労
使
交
渉
が
行
わ
れ
た
が
協

議
は
整
わ
ず
、
12
月
議
会
提
案
は
見
送
ら

れ
、
２
月
議
会
提
案
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

改
定
実
施
は
１
年
遅
れ
と
い
う
異
常
事
態

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
①
給
与
改
定
が
越
年

し
た
総
括
点
、
②
退
職
手
当
引
き
下
げ
に

関
る
争
点
と
行
政
運
営
上
の
支
障
の
有
無

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

①
一
年
前
の
平
成
29
年
４
月
１
日
時

点
の
官
民
比
較
に
よ
る
「
給
与
改
定
」
に

つ
い
て
は
先
行
し
て
引
上
げ
を
決
定
し
、

二
年
前
の
平
成
27
年
度
中
の
官
民
比
較
に

よ
る
「
退
職
手
当
の
見
直
し
」
に
つ
い
て

は
、
後
回
し
で
は
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ

な
い
こ
と
、
更
に
は
、
市
職
員
が
自
分
た

ち
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
上
げ
る
部
分
の

み
を
先
行
し
、
下
げ
る
部
分
に
つ
い
て
は

反
対
し
て
い
る
よ
う
な
誤
解
を
生
じ
さ
せ

な
い
た
め
に
も
、
市
と
し
て
適
切
な
判
断

で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

「
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
」
改

定
等
に
関
る
諸
課
題

問　
今
日
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
部

落
差
別
の
新
た
な
展
開
を
は
じ
め
、
各
種

人
権
問
題
事
象
が
拡
大
す
る
等
由
々
し
き

状
況
下
に
あ
る
。
よ
っ
て
①
「
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
計
画
」
改
定
作
業
に
当

た
っ
て
「
部
落
差
別
解
消
法
」
の
反
映
と

今
後
の
力
点
、
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
差
別

に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

①
法
律
の
趣
旨
や
意
義
は
、
平
成
30

年
度
策
定
予
定
の
第
４
次
「
人
権
教
育
・

啓
発
推
進
計
画
」
に
盛
り
込
む
。
そ
の

後
、
第
４
次
「
推
進
計
画
」
に
基
づ
い

て
、
法
律
の
趣
旨
や
意
義
を
反
映
し
た
施

策
を
推
進
す
る
。
特
に
、
第
５
条
の
「
必

要
な
教
育
及
び
啓
発
を
行
う
」
こ
と
に
力

点
を
置
き
た
い
。
②
対
象
が
広
大
で
あ
り
、

当
市
が
単
独
で
取
り
組
む
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。
新
潟
県
に
お
い
て
は
、
県
と
全
て

の
市
町
村
が
共
同
し
て
行
っ
て
い
く
こ
が

望
ま
し
い
と
考
え
、
実
施
に
向
け
た
要
望

を
県
や
県
市
長
会
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

「
一
般
質
問
」
は
、
提
出
議
案
に
か
か

わ
ら
ず
、
議
員
の
立
場
か
ら
市
政
全
般
に

関
し
て
執
行
機
関
に
対
す
る
疑
問
を
た
だ

し
た
り
、
所
信
の
表
明
を
求
め
た
り
す
る

も
の
で
、
定
例
会
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

新
発
田
市
議
会
で
は
、
質
問
内
容
を
事

前
に
通
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
長
、
教
育
長
な
ど

が
あ
ら
か
じ
め
準
備
を
し
て
お
く
こ
と

で
、
質
問
に
対
し
て
的
確
な
答
弁
が
期
待

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

答
弁
の
内
容
に
疑
義
が
あ
る
場
合
は
、

再
質
問
や
再
々
質
問
を
行
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
場
合
は
、
１
人
に
つ
き
制
限
時
間

の
45
分
以
内
に
次
々
と
質
問
と
答
弁
を
繰

り
返
す
「
一
問
一
答
方
式
」
で
、
議
論
を

ど
ん
ど
ん
深
め
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
職
員
給
与
改
定
等
に
つ
い
て

一般質問
議員の

＆

市
のQ
A

労使交渉

渡部 良一



一般質問

〔11〕

東
小
学
校
区
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の

運
行
に
つ
い
て

公
用
車
等
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
と

無
事
故
対
策
に
つ
い
て

問　
平
成
30
年
度
に
開
校
す
る
東
小
学
校

の
統
合
に
合
わ
せ
て
、
新
し
い
公
共
交
通

と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
市
へ
要
求
し
て
き

た
。
①
赤
谷
、
米
倉
、
松
浦
、
五
十
公
野

地
区
児
童
の
通
学
方
法
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。
②
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と

の
料
金
格
差
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

か
。

答
　
①
民
間
バ
ス
事
業
者
に
よ
る
路
線
バ

ス
運
行
の
運
行
経
路
を
維
持
す
る
こ
と
が

ベ
ス
ト
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
な
お
、
東

小
学
校
が
開
校
す
る
平
成
30
年
４
月
か
ら

は
、
通
学
支
援
の
観
点
か
ら
、
登
下
校
に

合
わ
せ
た
運
行
時
間
の
変
更
や
、
集
落
ご

と
の
児
童
数
に
応
じ
て
小
戸
経
由
便
の
増

便
を
行
う
。
今
後
も
、
継
続
的
に
運
行
内

容
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。
②
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
と
比
較
す
る
と
運
賃
が
高
い

こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、
市
内
に
は
、

民
間
バ
ス
事
業
者
の
路
線
バ
ス
し
か
な
い

地
域
が
他
に
も
あ
り
、
こ
う
し
た
地
域
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
と
現
段
階
で
は

や
む
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

市
職
員
の
市
民
協
働
に
対
す
る
関

わ
り
方
改
革
に
つ
い
て

問
　
近
年
は
、
商
店
街
の
若
手
を
中
心
に

「
写
真
の
ま
ち
シ
バ
タ
」
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
中
に
は
、
市
職
員
の
姿
を
見

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
職
員
の
市
民
活

動
は
、
新
し
い
公
共
の
実
現
に
繋
が
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
職
員
の
取

組
、
自
己
研け

ん

鑽さ
ん

、
能
力
向
上
の
取
組
を
評

価
す
る
仕
組
み
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
　
現
在
の
人
事
評
価
制
度
は
仕
事
の
業

績
及
び
職
階
に
求
め
ら
れ
る
能
力
に
つ
い

て
の
評
価
で
あ
り
、
職
務
外
の
活
動
や
実

績
の
評
価
を
行
え
る
制
度
で
は
な
い
。
し

か
し
、
職
員
が
市
民
活
動
等
に
参
加
し
、

市
民
の
方
々
と
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
め

ば
、
仕
事
に
も
通
じ
る
様
々
な
能
力
が
身

に
付
く
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
職
員
と
し

て
の
資
質
も
向
上
し
、
そ
れ
が
、
人
事
評

価
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

問　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、
あ
お
り

運
転
の
被
害
や
交
通
事
故
に
遭
遇
し
た
際

の
映
像
が
証
拠
に
な
り
、
一
般
の
車
両
に

も
普
及
が
進
ん
で
い
る
。
公
用
車
へ
の
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
移
動
可
能
な
防
犯

カ
メ
ラ
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
多
く
の
自

治
体
で
導
入
が
進
ん
で
い
る
。
公
用
車
を

運
転
す
る
職
員
の
安
全
意
識
向
上
の
効
果

も
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
含
む
公

用
車
へ
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
８
月
に
納
車
予
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
に
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

公
用
車
へ
の
設
置
を
推
進
す
べ
き
と
考
え

て
お
り
、
車
両
の
入
れ
替
え
等
を
機
に
、

必
要
性
の
高
い
車
両
か
ら
優
先
的
に
設
置

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農
作
業
事
故
の
撲
滅
と
労
災
保
険
の

加
入
に
つ
い
て

問　
農
作
業
事
故
に
よ
る
死
亡
件
数
は
、

全
国
で
３
１
２
件
。
過
去
最
多
と
な
っ

た
。
65
歳
以
上
が
８
割
を
占
め
る
。
高
齢

者
の
事
故
対
策
は
、
交
通
安
全
同
様
に
喫

緊
の
課
題
。
①
農
業
従
事
者
の
安
全
対
策

の
啓
発
、
②
労
災
保
険
加
入
の
状
況
と
推

進
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
①
安
全
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
公

用
車
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
る
等
、
農
業
者

の
安
全
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
広
報
や
Ｆ
Ｍ
し
ば
た
等
も
活
用
す

る
ほ
か
、
専
門
家
に
よ
る
農
業
機
械
設
備

の
安
全
状
況
確
認
・
指
導
を
行
う
等
の
国

の
事
業
も
周
知
し
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
農
作
業
の
安
全
を
確
保
す
る
点
で

重
要
な
役
割
を
果
た
す
Ｇギ

ャ

ッ

プ

Ａ
Ｐ
推
進
事
業

の
推
進
に
力
を
入
れ
た
い
。
②
平
成
29
年

度
の
Ｊ
Ａ
北
越
後
管
内
に
お
け
る
農
業
従

事
者
の
労
災
保
険
加
入
件
数
は
１
８
８
名

で
あ
る
。
今
後
は
、
加
入
推
進
の
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
よ
り
積
極
的
に
制

度
内
容
の
周
知
や
情
報
提
供
を
行
い
た
い
。

若月　学

渡邊 喜夫



一般質問

〔12〕

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
推
進
に
つ
い
て

第
３
子
以
降
学
校
給
食
費
無
料
化
に
対
す
る
考
え

方
つ
い
て

問　
現
在
、
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
（
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
）
か
ら
「
出
来
島
桃
子
さ
ん
」
が

「
夢
と
希
望
」
を
私
た
ち
に
送
っ
て
く
れ

て
い
る
。
障
が
い
の
有
る
無
し
に
か
か
わ

ら
ず
、
全
て
の
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
、
幸
福
で
豊
か
な
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
願
い
「
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
」
の
普
及
促
進
に
向
け
、
今
後
の
取
組

を
伺
う
。

答　

平
成
31
年
度
中
の
完
成
を
目
標
に
策

定
す
る
「
新
発
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」

に
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
推
進

を
盛
り
込
み
た
い
。

　

新
年
度
の
新
た
な
取
組
と
し
て
は
、
公

益
財
団
法
人
日
本
財
団
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
、

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
の
活
用
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
支
援
自
動
販
売
機
の
販
売
手
数
料
の
一

部
と
、
市
内
企
業
の
賛
助
金
を
活
用
し
た

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
支
援
制
度
を
立
ち
上
げ
運

営
す
る
考
え
で
あ
る
。

市
職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

問　
国
は
、「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進

法
」
を
施
行
し
、
過
労
死
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
い
る
。
そ
し
て
「
時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
」
を
新
た
に
設
け
る
労
働
基
準
法
の

改
正
の
議
論
も
進
む
。
市
内
で
働
く
す
べ

て
の
人
た
ち
が
、
笑
顔
で
働
き
続
け
ら
れ

る
こ
と
を
願
い
、「
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

答　

長
時
間
労
働
を
是
正
す
る
こ
と
が
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
、
女
性

や
高
齢
者
が
活
躍
し
や
す
い
社
会
の
実
現

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、
市
職
員
の

み
で
は
な
く
、
社
会
全
体
で
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

時
間
外
労
働
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
市

職
員
の
健
康
管
理
上
に
お
け
る
懸
案
で
も

あ
り
、
改
正
後
の
時
間
外
労
働
の
上
限
に

対
し
て
は
、
厳
格
に
従
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
第
３
子
以
降
の
学
校
給
食
費
無
料
化

に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校
に
同
時
に
在
学

す
る
児
童
生
徒
の
う
ち
、
第
３
子
以
降
を

養
育
す
る
世
帯
を
対
象
と
し
、
あ
ら
か
じ

め
無
料
に
す
る
方
法
は
取
ら
ず
、
皆
一
律

に
一
旦
納
付
し
、
そ
の
後
納
付
さ
れ
た
年

間
実
費
額
を
子
育
て
支
援
と
し
て
助
成
す

る
と
あ
る
が
、
保
護
者
に
と
っ
て
は
負
担

で
あ
る
。
①
現
物
支
給
で
き
な
い
か
。
②

第
３
子
以
降
の
定
義
・
考
え
方
に
つ
い

て
。
③
４
月
の
み
全
員
無
料
を
実
施
す
る

な
ど
工
夫
で
き
な
い
か
。

答　

①
食
育
の
観
点
、
教
職
員
に
対
す
る

事
務
量
増
加
の
抑
制
、
事
業
の
趣
旨
、
学

校
給
食
費
未
納
の
抑
制
の
た
め
、
後
払
い

で
あ
る
「
一
律
納
付
方
式
」
と
し
た
。
今

後
、
運
営
し
て
い
く
中
で
、
そ
の
効
果
や

課
題
を
絶
え
ず
検
証
し
な
が
ら
、
制
度
の

定
着
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
②
厳
し
い
財

政
状
況
に
お
い
て
、
支
援
で
き
得
る
ぎ
り

ぎ
り
の
ラ
イ
ン
で
あ
る
、
小
・
中
学
校
に

在
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
第
三
子
以
降
と

い
う
設
定
で
あ
る
。
③
少
子
化
対
策
と
し

て
多
子
世
帯
を
応
援
す
る
制
度
で
あ
り
、

給
食
費
の
無
料
化
を
事
業
化
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

新
発
田
市
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て

問　
市
役
所
移
転
か
ら
１
年
経
過
。「
札
の

辻
広
場
」
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
来
場
者
数
は

12
万
人
を
超
え
た
が
、
商
店
主
の
皆
さ
ん

か
ら
の
評
価
は
届
い
て
い
る
か
。

答　

商
店
主
の
皆
様
か
ら
は
、「
ま
だ
通
り

の
人
は
ま
ば
ら
」
と
の
声
を
い
た
だ
く
一

方
、「
以
前
よ
り
着
実
に
人
の
通
り
が
あ
る
」、

「
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
連
れ
た
親
子
連
れ

の
歩
い
て
い
る
姿
を
見
か
け
る
」
な
ど
の

声
を
い
た
だ
き
、
概
ね
好
評
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

小坂 博司

佐藤 真澄

札の辻ラウンジで開催した
平昌パラリンピックパブリックビューイング



一般質問
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新
発
田
が
輩
出
し
た
偉
人
を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り
の
視

点
に
つ
い
て

新
発
田
市
の
基
幹
産
業
農
業
の
育
成
と
発
展
策
、

Ｊ
Ａ
北
越
後
と
の
連
携
協
力
関
係
と
農
産
物
の
輸

出
促
進
に
つ
い
て

問　
当
市
は
歴
史
上
偉
大
な
人
物
を
多
数

輩
出
し
て
お
り
、
そ
の
事
を
活
か
さ
な
い

手
は
な
い
。
①
大
倉
財
団
か
ら
寄
贈
さ
れ

る
「
蔵
春
閣
」
の
観
光
・
市
街
地
活
性
化

の
面
か
ら
見
た
位
置
づ
け
は
。
②
新
発
田

ゆ
か
り
の
偉
人
を
時
代
別
に
街
並
み
を
整

備
し
、
観
光
・
文
化
の
目
玉
に
で
き
な
い

か
。
③
各
顕
彰
団
体
と
市
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

①
蔵
春
閣
は
歴
史
的
・
文
化
的
価
値

が
高
く
、
世
界
に
も
誇
れ
る
宝
。
積
極
的

に
利
活
用
を
行
い
、
新
た
な
魅
力
発
信
拠

点
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。
②
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
「
地
域
資
源
を

保
全
・
活
用
し
た
う
る
お
い
と
魅
力
・
活

力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
都
市

づ
く
り
整
備
を
進
め
て
い
る
。
③
歴
史
的

偉
人
の
威
光
を
掘
り
起
し
、
様
々
な
顕
彰

団
体
が
自
主
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
要
請
が
あ
れ
ば
連
携
し
て
い
く
。

市
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

問　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定
以

降
、
市
民
参
画
と
協
働
が
言
わ
れ
続
け
久

し
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
多
い
が

補
助
金
の
た
め
の
枠
組
み
に
終
始
し
て
い

な
い
だ
ろ
う
か
。
①
地
域
づ
く
り
支
援
セ

ン
タ
ー
の
役
割
と
今
後
に
つ
い
て
。
②
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
今
後
の
役
割
を
伺

う
。

答　

①
地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役

割
は
課
題
等
解
決
へ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
、
情
報
な
ど
の
デ
ー
タ
バ
ン
ク
・
人
材

バ
ン
ク
、
地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育

成
の
３
つ
で
あ
る
。
オ
ー
ル
新
発
田
の
連

携
で
、
地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能

を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
。
②
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
は

地
域
づ
く
り
の
た
め
の
両
輪
。
こ
の
２
つ

を
セ
ッ
ト
と
し
て
事
業
展
開
を
し
、
効
果

的
に
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

問　
新
発
田
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
育
成
発
展
な
く
し
て
、
当
市
の
経
済
は

成
り
立
た
な
い
。
農
業
の
現
状
は
、
稲
作

中
心
で
厳
し
い
環
境
で
あ
る
。
国
の
方
針

は
、
政
権
が
変
わ
る
た
び
に
変
更
に
な
る

な
ど
、
先
が
見
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
当

市
の
農
業
は
魅
力
が
多
い
が
、
残
念
な
が

ら
販
売
が
劣
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

り
、
市
長
が
海
外
に
向
け
て
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
出
か
け
輸
出
促
進
を
図
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
①
農
協
と
の
連
携
と
農
家

の
活
性
化
推
進
事
業
な
ど
、
話
し
合
い
を

進
め
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。
②
農
業
は
今

後
ど
の
よ
う
な
経
営
形
態
が
必
要
と
考
え

る
か
。
③
農
産
物
の
輸
出
に
関
し
、
農
協

と
の
連
携
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

①
様
々
な
角
度
か
ら
Ｊ
Ａ
北
越
後
と

連
携
し
、
地
域
農
業
繁
栄
の
た
め
の
取
組

を
進
め
て
い
る
。
い
よ
い
よ
農
業
の
大
変

革
期
を
迎
え
た
と
捉
え
、
直
面
す
る
課
題

等
の
意
見
交
換
を
し
て
い
る
。
農
家
を
守

り
、
育
て
、
豊
か
に
し
た
い
思
い
は
一
つ
。

農
業
の
活
性
化
に
向
け
て
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。
②
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
本

気
で
農
業
で
生
き
抜
く
た
め
に
、
大
規
模

な
経
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
前
提
だ

と
考
え
て
い
る
。
複
合
経
営
や
６
次
産
業

等
を
組
み
入
れ
た
経
営
推
進
、
新
発
田
米

の
海
外
進
出
の
推
進
を
目
指
す
。
農
業
情

勢
の
変
革
に
対
応
す
べ
く
挑
戦
し
、
地
域

農
業
の
振
興
に
努
め
て
い
く
。
③
現
在

は
、
稼
げ
る
農
業
へ
向
け
た
一
つ
の
選
択

肢
の
確
立
を
目
指
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

量
的
に
も
少
量
で
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
市

単
独
の
事
業
と
し
て
取
り
組
む
。
農
業
を

守
り
、
活
性
化
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
互
い

の
役
割
を
理
解
し
た
上
で
、
協
力
体
制
を

持
っ
て
進
め
て
い
く
。

稲垣 富士雄

小林　誠



一般質問

〔14〕

問　
新
発
田
市
の
借
金
は
有
史
以
来
初
の

１
０
０
０
億
円
の
大
台
を
超
え
、
少
子
高

齢
化
が
加
速
度
的
に
進
む
中
、
縮
小
均
衡

に
よ
る
新
た
な
市
政
運
営
の
中
長
期
的
な

モ
デ
ル
を
示
す
の
が
優
先
課
題
で
あ
る
。

①
以
前
提
案
し
た
「
給
食
費
無
償
化
」
は

期
待
外
れ
で
、
「
同
窓
会
開
催
補
助
」
や

「
学
童
保
育
の
充
実
」
な
ど
費
用
対
効
果

が
大
き
い
施
策
を
推
進
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
②
教
育
の
充
実
と
産
業
振
興
を
一
体

で
考
え
る
べ
き
で
、
「
働
く
場
所
の
創

出
」
つ
ま
り
殖
産
興
業
に
成
功
し
て
初
め

て
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
実
と
な
っ
て
還
っ
て
く

る
。
高
度
な
教
育
を
受
け
た
人
材
の
受
け

皿
を
強
力
に
誘
致
ま
た
は
創
出
を
考
え
る

べ
き
で
な
い
か
。

答　

①
同
窓
会
開
催
補
助
金
は
、
要
望
が

確
認
で
き
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
Ｕ

タ
ー
ン
対
策
は
、
住
宅
支
援
策
と
「
首
都

圏
し
ば
た
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
事
業
」

を
柱
と
し
て
進
め
た
い
。
少
子
化
対
策
推

進
の
重
要
な
取
組
と
し
て
待
機
児
童
対
策

を
着
実
に
推
進
し
た
い
。
②
ま
ず
は
、
昨

年
完
成
し
た
食
品
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘

致
に
全
力
で
取
り
組
み
た
い
。
既
存
企
業

が
専
門
性
を
持
つ
有
能
な
人
材
の
受
け
皿

と
な
る
べ
く
、
事
業
の
効
率
化
と
生
産
性

を
高
め
る
企
業
の
取
組
を
支
援
し
た
い
。

新
発
田
市
立
博
物
館
、
美
術
館
建
設

に
つ
い
て

問　
①
美
術
館
設
置
、
複
合
歴
史
資
料
館

建
設
と
市
民
が
20
年
来
渇
望
し
て
き
た
、

「
博
物
館
設
置
」
と
今
夏
開
館
の
「
歴
史

図
書
館
」
の
関
係
、
②
城
址
公
園
周
辺
整

備
の
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

答　

①
７
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
歴
史
図
書

館
の
利
用
状
況
や
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と

な
ど
で
、
歴
史
文
化
施
設
整
備
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
た
い
。
総
合
的
な
判
断
の
も

と
、
歴
史
や
芸
術
な
ど
に
関
す
る
施
設
整

備
全
体
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
検
討
し
た

い
。
②
昨
年
、
副
市
長
を
座
長
と
す
る
庁

内
検
討
会
議
を
設
置
し
、
今
後
の
整
備
に

向
け
た
課
題
の
整
理
や
手
法
、
財
源
な
ど

の
協
議
を
進
め
て
い
る
。
活
用
整
備
計
画

に
お
い
て
は
、

特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
二

の
丸
の
移
転

が
残
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ

を
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
検

討
を
進
め
る

こ
と
が
で
き

な
い
。

新
発
田
市
に
お
け
る
高
齢
社
会
施
策
の
推
進
に
つ

い
て

平
成
30
年
度
予
算
案
と
今
後
の
市
政
運
営
方
針「
ま

ち
づ
く
り
三
つ
の
視
点
」
に
つ
い
て

問　
将
来
に
わ
た
り
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
は
高
齢
者
の
力
が
欠
か
せ
な
い
。
①

働
く
意
欲
を
持
つ
元
気
な
高
齢
者
な
ど
を

対
象
に
新
た
な
職
業
能
力
や
知
識
を
学
ぶ

機
会
を
設
け
る
「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
。
②
多
様
な
生
き
方

を
尊
重
し
、
希
望
に
応
じ
た
（
60
歳
か
ら

の
人
生
設
計
、
社
会
貢
献
、
生
き
が
い
探

し
、
地
元
企
業
と
の
橋
渡
し
役
等
）
相
談

機
能
を
地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に

併
設
し
て
は
ど
う
か
。

答　

①
「
学
び
直
し
」
で
あ
る
「
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
」
は
、
国
で
検
討
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
。
国
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
市
内

の
大
学
・
大
学
校
・
高
齢
者
団
体
、
商
工

団
体
等
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
、
調

査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。
②
地
域
づ
く

り
支
援
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
10
月
に
開
設
し

た
ば
か
り
で
本
来
の
目
的
で
あ
る
機
能
の

充
実
が
急
務
で
あ
り
、
高
齢
者
の
希
望
に

応
じ
た
相
談
に
特
化
し
た
機
能
を
持
つ
に

は
、
ま
だ
力
不
足
で
あ
る
。
受
け
入
れ
の

可
能
性
等
や
職
業
あ
っ
せ
ん
対
策
を
今
後

研
究
し
た
い
。

教
育
環
境
の
充
実
、
ト
イ
レ
の
洋
式

化
に
つ
い
て

問　
築
年
数
の
古
い
小
中
学
校
で
は
和
式

ト
イ
レ
が
主
流
で
あ
り
、
数
少
な
い
洋
式

ト
イ
レ
の
前
に
は
行
列
が
で
き
る
。
災
害

時
で
は
避
難
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
急
務
で
あ

る
。
小
中
学
校
の
、
①
ト
イ
レ
の
洋
式
化

率
、
②
ト
イ
レ
の
現
状
と
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

①
学
校
の
増
築
工
事
や
新
校
舎
建

築
、
緊
急
性
が
高
い
特
別
支
援
教
室
な
ど

で
洋
式
化
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
平
成
30
年
４
月
１
日
時
点
で
、
ほ
ぼ

国
や
県
内
水
準
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
あ
る

43
・
５
％
と
な
る
予
定
。
②
近
年
整
備
し

た
学
校
と
建
築
年
が
古
い
学
校
間
で
格
差

が
生
じ
て
い
る
。
予
算
な
ど
を
有
効
に
使

い
な
が
ら
部
分
的
な
整
備
を
順
次
進
め
て

い
る
。
洋
式
化
を
着
実
に
進
め
、
様
式
化

率
全
体
の
底
上
げ
と
学
校
間
の
格
差
解
消

に
努
め
て
い
く
。

他
の
質
問

：

小
中
学
校
に
お
け
る
通
級

指
導
教
室
の
あ
り
方
に
つ
い
て

石山 洋子

７月に開館する歴史図書館

小柳　肇



一般質問

〔15〕

問　
工
業
団
地
に
汚
泥
処
理
施
設
を
稼
働

し
て
い
る
事
業
者
か
ら
、
１
日
約
31
ト
ン

の
特
別
管
理
廃
棄
物
（
感
染
性
・
特
定
有

害
廃
棄
物
等
）
の
焼
却
炉
設
置
計
画
の
説

明
会
が
あ
っ
た
。
近
く
に
は
住
宅
、
給
食

調
理
場
、
介
護
福
祉
施
設
な
ど
が
あ
り
、

環
境
が
ど
う
な
る
の
か
な
ど
、
不
安
の
声

が
あ
る
。
①
計
画
に
つ
い
て
市
の
基
本
的

な
考
え
方
は
。
②
事
業
者
と
の
事
前
協
議

は
。

答　

①
規
制
権
限
は
県
に
あ
り
、
各
法
令

に
適
合
す
る
か
否
か
を
審
査
し
、
許
可
の

可
否
を
判
断
す
る
。
市
の
基
本
的
な
考
え

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
生
活
環
境
が
損
な

わ
れ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
②
県
の
指

導
要
綱
に
よ
れ
ば
、
書
面
で
の
事
前
協

議
、
現
地
調
査
、
関
係
市
町
村
か
ら
の
意

見
聴
取
、
計
画
変
更
等
の
指
導
を
経
て
、

施
設
設
置
許
可
、
事
業
許
可
へ
進
む
が
、

県
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
現
在

は
書
面
で
の
協

議
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

高
齢
者
、
低
額
所
得
者
、
障
が
い

者
、
子
育
て
世
帯
等
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
住
環
境
施
策
に
つ
い
て

問　
高
齢
者
な
ど
家
賃
負
担
が
大
き
く
、

暮
ら
し
が
大
変
で
あ
る
。
公
営
住
宅
は
住

宅
に
困
窮
す
る
低
所
得
者
に
低
廉
な
家
賃

で
賃
貸
す
る
も
の
で
ニ
ー
ズ
が
多
い
。
①

申
し
込
み
は
窓
口
で
受
け
付
け
、
実
態
を

把
握
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
②
県
は
住
宅

確
保
要
配
慮
者
向
け
住
宅
の
登
録
制
度
を

始
め
た
。
当
市
に
お
い
て
窓
口
を
設
置
し

支
援
を
始
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

①
入
居
希
望
者
の
実
態
把
握
に
つ
い

て
は
、
空
き
部
屋
が
出
た
際
の
公
募
に
よ

る
現
在
の
申
込
方
法
で
も
、
申
込
者
数
な

ど
に
よ
り
把
握
は
で
き
て
い
る
が
、
受
付

方
法
の
見
直
し
も
含
め
、
よ
り
正
確
に
把

握
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
を
検
討
し
た

い
。
②
県
で
は
居
住
支
援
協
議
会
を
設
置

し
、
相
談
を
受
け
、
支
援
や
入
居
の
橋
渡

し
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
現
状
把
握
に

努
め
、
支
援
窓
口
の
設
置
を
含
め
検
討
す

る
。

佐
々
木
地
区
に
お
け
る
産
業
廃
棄
物
焼
却
炉
建
設
に

つ
い
て

加
治
川
堤
桜
等
桜
樹
に
つ
い
て
観
光
資
源
と
し
て
ど
う

考
え
る
か

問　
①
加
治
川
堤
桜
に
関
し
て
は
、
一
番

見
応
え
の
あ
っ
た
第
２
頭
首
工
左
岸
の
大

木
が
ツ
タ
に
覆
わ
れ
、
太
い
幹
が
朽
ち
落

ち
、
テ
ン
グ
ス
病
も
多
く
散
見
さ
れ
る
。

観
光
資
源
と
し
て
の
桜
に
つ
い
て
、
管
理

も
含
め
ど
う
考
え
る
か
。
②
城
址
公
園
、

貝
屋
桜
公
園
の
桜
樹
枯
死
に
つ
い
て
の
対

策
は
。
③
桜
堤
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
に
つ
い

て
、
よ
り
市
内
外
の
ラ
ン
ナ
ー
の
参
加
と

Ｐ
Ｒ
効
果
を
得
る
た
め
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
の
部
を
開
設
し
て
は
ど
う
か
。

答　

①
桜
の
開
花
は
、
来
訪
す
る
外
国
人

観
光
客
が
最
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
観
光

資
源
の
一
つ
。「
加
治
川
堤
」、「
城
址
公
園
」、

「
橡
平
桜
樹
林
」、「
桜
公
園
」
な
ど
市
内
に

は
桜
の
見
ど
こ
ろ
ス
ポ
ッ
ト
が
多
数
あ

り
、
海
外
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
折
り

に
は
、
新
発
田
の
桜
を
宣
伝
し
て
い
る
。

桜
は
観
光
客
を
呼
び
寄
せ
る
重
要
な
資
源

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
大
切
な
宝

と
し
て
、
今
後
も
美
し
い
花
を
咲
か
せ
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
維
持
管
理
や
更
新
も
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
加
治

川
堤
や
桜
公
園
な
ど
で
は
、
市
民
団
体
が

維
持
管
理
を
積
極
的
に
関
与
い
た
だ
い
て

い
る
。
今
後
も
桜
を
愛
す
る
市
民
団
体
を

は
じ
め
、
専
門
家
や
多
く
の
市
民
か
ら
意

見
や
協
力
を
い
た
だ
き
、
適
正
な
維
持
管

理
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い

く
。
③
こ
の
大
会
の
目
的
は
、
ど
な
た
で

も
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
桜
堤
を

十
分
に
堪
能
い
た
だ
く
こ
と
。
ハ
ー
フ

コ
ー
ス
の
部
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
桜
堤

延
長
整
備
が
完
了
さ
れ
れ
ば
、
周
回
コ
ー

ス
の
距
離
を
確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
、
設

定
し
て
開
催
し
て
い
き
た
い
。
今
し
ば
ら

く
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

加藤 和雄

中野 廣衛
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総
務
常
任
委
員
会
関
係

庁
舎
関
連

Ｑ�　
札
の
辻
の
照
明
や
防
音
は
イ
ベ
ン
ト
等

に
対
応
で
き
て
い
な
い
。
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
。

Ａ�　

照
明
に
つ
い
て
は
意
匠
を
損
な
わ
な
い

範
囲
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
４
基
追
加
す
る
。
防
音

は
一
定
の
基
準
を
持
っ
て
規
制
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
。
今
後
こ
れ
ら
を
参
考
に

整
理
し
た
い
。

定
住
促
進
関
連

Ｑ�　
定
住
化
促
進
事
業
の
見
直
し
内
容
に
つ

い
て

Ａ�　

住
宅
取
得
補
助
金
は
、
継
続
可
能
か
つ

移
住
へ
の
動
機
づ
け
に
な
る
よ
う
な
範
囲

で
見
直
し
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
市

内
新
規
就
労
加
算
、
市
有
地
を
取
得
し
、

住
宅
建
設
し
た
場
合
の
加
算
、
Ｕ
タ
ー
ン

加
算
を
新
設
。
ま
た
、
家
賃
補
助
金
は
市

内
新
規
就
労
加
算
を
新
設
し
た
。
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て
は
、
登
録
が
伸
び

な
い
こ
と
か
ら
家
財
道
具
処
分
支
援
補
助

金
を
新
設
し
た
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連

Ｑ�　
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
や
ウ
ィ
ル
ス
等
の
発
生

状
況
・ 

対
応
に
つ
い
て

Ａ�　

市
全
体
の
状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

市
役
所
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
新
潟
県
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
不
正
ア
ク

セ
ス
の
監
視
、
ウ
ィ
ル
ス
の
無
害
化
な
ど

を
行
い
対
応
。
事
件
は
発
生
し
て
い
な

い
。
外
部
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ
か

ら
ウ
ィ
ル
ス
を
検
知
し
た
事
例
は
あ
る

が
、
感
染
前
に
防
御
し
た
。

交
通
安
全
関
連

Ｑ�　
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事

業
に
つ
い
て

Ａ�　

免
許
証
自
主
返
納
者
は
、
平
成
27
年
度

２
２
３
名
、
平
成
28
年
度
２
５
０
名
で
あ

る
。
返
納
し
た
方
へ
の
支
援
内
容
は
、
タ

ク
シ
ー
券
、
お
買
物
券
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
回
数
券
、
新
潟
交
通
観
光
バ
ス
回
数

券
の
い
ず
れ
か
一
つ
、
５
０
０
０
円
分
の

交
付
で
あ
る
。
今
後
、
交
通
事
故
発
生
防

止
の
観
点
と
事
業
の
効
果
を
み
な
が
ら
内

容
を
検
証
し
た
い
。

防
災
関
連

Ｑ�　
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
配
備
台
数
の

現
状
と
今
後
の
推
進
に
つ
い
て

Ａ�　

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
配
備
の
対
象

は
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
過
去
に
避
難

勧
告
が
発
令
さ
れ
た
地
域
、
津
波
の
想
定

さ
れ
る
場
所
及
び
民
生
委
員
と
し
て
お

り
、
す
べ
て
配
備
が
終
わ
っ
て
い
る
。

　

�　

今
後
は
、
自
主
防
災
活
動
の
支
援
や
防

災
協
会
等
の
活
動
や
研
修
な
ど
を
通
し

て
、
普
及
を
進
め
て
い
き
た
い
。

環
境
関
連

Ｑ�　
住
宅
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
支
援

事
業
に
つ
い
て

Ａ�　

住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
方
に
１
件
15
万
円
を
限
度
に
補
助
。

新
築
時
に
設
置
、
既
に
建
築
さ
れ
た
住
宅

へ
の
事
後
設
置
、
ど
ち
ら
も
対
象
で
あ

る
。
な
お
、
自
治
会
で
公
会
堂
等
に
設
置

す
る
場
合
は
、
別
の
や
り
方
が
あ
る
の

で
、
担
当
課
へ
相
談
し
て
ほ
し
い
。

　平成30年度一般会計予算議案は、12人で構成する一般会計予算審査特別委員会を設置し、第３セクター
関係の審査を含め、４日間にわたり審査しました。
　特別委員会では、厳しい審査を経て、審査の最後に採決を行い、全会一致で可決すべきものと決しました。
　本会議最終日において、特別委員会委員長の報告を受け討論が行われ、全員賛成で可決しました。
（※以下は、審査状況の一部を紹介しています。）

平成30年度一般会計予算審査状況

新年度の予算案を徹底審査

一般会計予算審査特別委員会

◎ 委員長　○ 副委員長

◎　

渡
邊　

喜
夫

○　

川
﨑　

孝
一

湯
浅
佐
太
郎

宮
崎　

光
夫

水
野　

善
栄

佐
藤　

武
男

小
川　
　

徹

稲
垣
富
士
雄

入
倉　

直
作

小
林　
　

誠

宮
村　

幸
男

板
垣　
　

功
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社
会
文
教
常
任
委
員
会
関
係

健
康
関
連

Ｑ�　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

設
置
に
関
す
る
補
助
基
準
と
設
置
場
所
等

の
積
極
的
な
周
知
に
つ
い
て

Ａ�　

補
助
対
象
は
、
町
内
会
等
で
地
域
の
公

会
堂
等
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
す
る
場
合
に

経
費
の
２
分
の
１
、
上
限
20
万
円
で
あ

る
。
市
内
に
は
３
０
７
台
設
置
さ
れ
て
お

り
、
日
中
の
使
用
や
設
置
場
所
か
ら
の
持

ち
出
し
の
可
否
に
つ
い
て
は
消
防
署
で
把

握
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

市
の
公
共
施
設
は
、
設
置
場
所
・
台
数
を

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
関
連

Ｑ�　
五
十
公
野
公
園
陸
上
競
技
場
維
持
管
理

事
業
が
高
額
か
つ
２
カ
年
の
事
業
で
あ
る

理
由
及
び
今
後
の
管
理
に
つ
い
て

Ａ�　

五
十
公
野
公
園
陸
上
競
技
場
は
、
ナ
セ

リ
ー
（
芝
を
養
生
し
て
い
る
部
分
）
が
野

生
の
芝
の
浸
食
で
必
要
な
芝
が
使
え
な
い

こ
と
か
ら
改
修
、
整
備
を
２
カ
年
に
わ

た
っ
て
行
う
。
ピ
ッ
チ
と
ナ
セ
リ
ー
は
一

体
で
管
理
し
て
い
る
こ
と
か
ら
全
体
の
維

持
管
理
費
と
し
て
約
３
０
０
０
万
円
と

な
っ
た
。
な
お
数
年
前
の
大
工
事
で
地
盤

沈
下
や
水
は
け
の
悪
さ
に
つ
い
て
は
解
消

し
た
が
、
今
後
も
随
時
点
検
し
、
対
応
し

て
い
き
た
い
。

高
齢
者
関
連

Ｑ�　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
へ
の
緊
急
医
療

情
報
キ
ッ
ト
の
配
付
内
容
に
つ
い
て

Ａ�　

高
齢
者
の
見
守
り
事
業
と
し
て
、
配
付

し
て
い
る
。
投
薬
や
持
病
情
報
を
記
載

し
、
筒
状
の
キ
ッ
ト
に
入
れ
冷
蔵
庫
等
に

保
管
。
必
要
に
応
じ
て
救
急
隊
員
が
そ
れ

を
あ
け
て
搬
送
時
に
活
用
す
る
も
の
で
あ

る
。

青
少
年
育
成
関
連

Ｑ�　
10
代
の
居
場
所
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
、
今

後
の
展
開
は

Ａ�　

子
ど
も
た
ち
が
気
軽
に
入
れ
る
雰
囲
気

を
作
る
た
め
カ
フ
ェ
と
い
う
名
称
に
し

た
。
飲
み
物
を
飲
み
な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
相
談
員
と
話
を
し
て
も
ら
う
。
問
題

を
抱
え
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
打
ち
解

け
た
中
で
、
話
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
保

健
室
で
も
あ
る
。
相
談
員
は
、
経
験
や
知

識
の
豊
富
な
方
に
お
願
い
す
る
。

学
校
教
育
関
連

Ｑ　
英
語
教
育
に
つ
い
て

Ａ�　

平
成
30
年
度
か
ら
小
学
校
３
、
４
年
生

で
は
外
国
語
活
動
、
小
学
校
５
、
６
年
生

で
は
教
科
外
国
語
、
英
語
が
始
ま
る
。
今

ま
で
小
学
校
の
先
生
を
対
象
に
授
業
の
研

修
を
深
め
て
き
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）
も
小
学
校
に
出
る
授
業

数
を
増
や
す
た
め
、
報
酬
を
引
き
上
げ
る

提
案
も
し
て
い
る
。
楽
し
い
英
語
を
小
学

生
の
と
き
か
ら
身
に
つ
け
、
し
ゃ
べ
る
こ

と
が
で
き
る
、
会
話
が
で
き
る
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
、
英
語
を
一
つ

の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
躍
で
き
る
子
ど
も
た

ち
に
育
つ
よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き

た
い
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会
関
係

商
工
業
関
連

Ｑ�　
新
発
田
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
推
進
事
業

の
今
年
度
の
状
況
と
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
Ａ�　

新
発
田
ブ
ラ
ン
ド
は
現
在
、
30
品
目
を

認
証
し
て
い
る
。
認
証
品
を
増
や
す
こ
と

が
目
的
で
は
な
く
、
今
後
も
認
証
品
の
Ｐ

Ｒ
を
展
開
す
る
予
定
で
あ
る
。
平
成
29
年

度
は
ス
ー
パ
ー
で
の
商
談
会
や
ク
ル
ー
ズ

船
や
Ｊ
Ｒ
Ａ
で
の
物
販
な
ど
、
販
路
拡
大

や
販
売
量
の
増
加
の
推
進
を
行
っ
た
。
今

後
は
、
ブ
ラ
ン
ド
認
証
業
者
と
相
談
し
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

観
光
振
興
関
連
　

Ｑ�　
道
の
駅
加
治
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
桜

館
の
建
て
替
え
又
は
リ
フ
ォ
ー
ム
を
要
望

し
た
。
そ
の
後
の
経
過
と
見
直
し
に
つ
い

て
Ａ�　

当
市
の
北
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
い
う
こ

と
で
、
道
の
駅
と
し
て
は
初
期
の
こ
ろ
に

整
備
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
周
辺
の
道
の

駅
と
比
較
し
て
、
道
路
案
内
、
観
光
案
内

の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
な
い
。
加
治
川
地
域

の
観
光
拠
点
と
い
う
位
置
づ
け
か
ら
、
観

光
は
も
ち
ろ
ん
、
農
水
・
商
工
・
地
域
整

備
、
そ
し
て
加
治
川
商
工
会
と
連
携
し
、

経
済
効
果
を
上
げ
ら
れ
る
施
設
に
す
る
よ

う
協
議
し
、
国
土
交
通
省
へ
素
案
を
出
せ

る
取
組
を
し
て
い
き
た
い
。

農
水
関
連

Ｑ�　
平
成
30
年
度
か
ら
の
コ
メ
政
策
の
転
換

に
当
た
り
、
担
い
手
育
成
事
業
以
外
の
事

業
に
つ
い
て

Ａ�　

国
内
に
お
け
る
コ
メ
の
消
費
量
は
毎
年

８
ト
ン
ず
つ
減
っ
て
き
て
い
る
。
今
ま
で

は
そ
れ
に
よ
り
生
産
調
整
と
し
て
主
食
用

米
の
作
付
面
積
に
７
５
０
０
円
を
か
け
て

算
出
し
た
交
付
金
が
支
払
わ
れ
て
い
た

が
、
平
成
30
年
度
か
ら
な
く
な
る
。
た
だ

し
、
加
工
用
米
・
飼
料
用
米
・
輸
出
用
米

に
取
り
組
む
と
反
当
り
２
万
円
の
交
付
金

が
支
払
わ
れ
る
。
園
芸
品
目
へ
の
転
作
も

交
付
金
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
業
を
活

用
し
て
生
産
調
整
に
取
り
組
む
こ
と
を
推

進
す
る
。

住
宅
関
連

Ｑ�　
空
家
等
対
策
推
進
事
業
と
定
住
促
進
事

業
と
の
連
携
に
つ
い
て

Ａ�　

平
成
29
年
度
に
空
家
調
査
を
実
施
し

た
。
閉
栓
情
報
等
に
よ
り
空
き
家
と
思
わ

れ
る
世
帯
を
割
出
し
、
現
地
調
査
を
行

い
、
１
０
０
０
件
強
に
意
向
調
査
を
依

頼
、
約
６
割
か
ら
回
収
し
た
。
こ
れ
を
基

に
空
家
等
対
策
計
画
を
策
定
し
た
。
平
成

30
年
度
は
、
空
き
家
の
予
防
、
流
通
・
活

用
の
促
進
、
空
き
家
の
解
消
に
つ
い
て
制

度
設
計
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
意
向
調
査

に
よ
る
と
空
き
家
バ
ン
ク
を
知
ら
な
か
っ

た
方
が
７
割
も
い
た
の
で
、
制
度
の
周
知

を
定
住
促
進
事
業
と
連
携
を
し
、
取
り
組

む
。
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第
３
セ
ク
タ
ー
関
係

　
予
算
審
査
１
日
目
に
、
審
査
の
参
考
と
す
る

た
め
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
紫
雲
寺
風
力
発
電

(

株)

、(

株)

紫
雲
寺
記
念
館
、
（
公
財
）
新
発

田
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

（
株
）
エ
フ
エ
ム
し
ば
た
、
（
一
社
）
新
発
田

市
観
光
協
会
か
ら
経
営
状
況
等
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
し
た
。

紫
雲
寺
風
力
発
電（
株
）

Ｑ�　
平
成
28
年
度
か
ら
借
入
金
の
残
高
が
な
く

な
っ
た
。
今
後
の
設
備
投
資
と
増
設
の
計
画

に
つ
い
て

Ａ�　

今
後
の
設
備
投
資
は
、
償
却
の
期
間
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
新
潟
県
は
風
力
発

電
を
導
入
す
る
潜
在
力
が
あ
る
と
い
う
新
聞

記
事
も
あ
り
、
設
備
投
資
を
進
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
送
電
線
網
が
不
足

の
た
め
、
す
ぐ
に
は
取
り
組
め
な
い
状
況
で

あ
る
。

（
株
）エ
フ
エ
ム
し
ば
た

Ｑ�　
地
域
密
着
型
の
番
組
編
成
を
積
極
的
に
行

い
、
充
実
を
図
る
た
め
、
例
え
ば
市
内
の
カ

ラ
オ
ケ
団
体
を
活
用
し
て
は
。

Ａ�　

お
も
し
ろ
い
番
組
、
地
域
に
密
着
し
た
番

組
制
作
に
努
め
て
い
き
た
い
。
ス
タ
ッ
フ
の

不
足
等
か
ら
外
部
番
組
も
取
り
込
ん
で
い
る

が
、
で
き
る
限
り
地
域
情
報
を
発
信
で
き
る

番
組
編
成
を
心
が
け
、
地
域
の
発
信
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
、
来
年
度
の
新
し

い
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

※�

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
予
算
審
査
（
16
～
17
ペ
ー
ジ
参
照
）

の
内
容
を
踏
ま
え
、
市
長
に
総
括
的
な
質
疑
を
行
っ
た
も
の
。

一
般
会
計
予
算
審
査
に
お
け
る

市
長
へ
の
総
括
質
疑

中
心
市
街
地
再
開
発
等
調
査
事
業

に
つ
い
て

Ｑ�　
平
成
28
年
、
商
工
会
議
所
会
頭
名
で
商
工
会
議

所
若
手
有
志
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
に
お
け
る
中
心

部
再
開
発
に
向
け
て
の
提
言
が
提
出
さ
れ
、
28
年

９
月
定
例
会
で
市
長
は
、
商
工
会
議
所
や
若
手
経

営
者
と
先
進
地
の
視
察
や
取
組
事
例
の
調
査
を
検

討
し
た
い
と
答
弁
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
１
年
半

が
経
過
し
た
。
平
成
30
年
度
の
予
算
に
「
中
心
市

街
地
再
開
発
等
調
査
事
業
」
と
し
て
30
万
円
計
上

さ
れ
て
い
る
。
商
工
会
議
所
の
提
言
に
は
、
大
き

な
民
有
地
の
買
収
や
建
物
の
撤
去
を
行
わ
な
け
れ

ば
再
開
発
は
で
き
な
い
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
図
が
つ

い
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
は
大
き
な
予
算
が
必
要
と

な
る
。
市
長
の
認
識
は
。

Ａ�　

中
心
市
街
地
の
再
開
発
は
、
長
年
の
懸
案
事
項

で
あ
る
。
イ
ク
ネ
ス
し
ば
た
、
ヨ
リ
ネ
ス
し
ば
た

等
、
ま
ち
の
顔
づ
く
り
が
完
了
し
、
ま
だ
商
店
街

そ
の
も
の
ま
で
に
波
及
し
て
い
な
い
が
、
人
の
流

れ
が
変
わ
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
を
好
機
と
と
ら

え
、
中
心
市
街
地
の
再
開
発
を
研
究
し
て
み
た
い

と
、
要
請
が
あ
っ
た
。
全
体
と
し
て
ど
う
な
る
か

わ
か
ら
な
い
が
、
ま
ず
は
研
究
す
る
と
い
う
こ
と

で
そ
れ
ぞ
れ
30
万
円
ず
つ
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

�　

以
前
は
Ｔ
Ｍ
Ｏ
（
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
機
関
）

と
い
う
、
行
政
あ
る
い
は
商
工
会
議
所
が
一
緒
に

な
っ
て
、
行
政
主
体
で
再
開
発
を
や
っ
て
い
た
が
、

あ
ま
り
、
い
い
話
を
聞
か
な
い
。
現
在
、
北
九
州
市

が
行
っ
て
い
る
再
開
発
は
、
行
政
の
役
割
は
人
材

育
成
の
ス
ク
ー
ル
の
支
援
な
ど
で
あ
り
、
ハ
ー
ド

の
補
助
は
行
っ
て
い
な
い
。
民
間
の
方
々
が
自
分

た
ち
で
開
発
を
し
て
い
く
手
法
で
あ
る
。
こ
の
調

査
以
降
、
話
が
進
ん
だ
と
し
て
も
、
北
九
州
市
の
よ

う
な
、
民
間
の
方
々
が
自
分
た
ち
で
責
任
を
負
っ

て
や
っ
て
い
く
よ
う
な
再
開
発
を
考
え
て
い
る
。

中
小
規
模
農
家
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

Ｑ�　
平
成
30
年
度
か
ら
減
反
政
策
が
な
く
な
り
、
10

ア
ー
ル
当
た
り
７
５
０
０
円
の
交
付
金
も
な
く
な

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
全
体
で
４
億
５
０
０
０
万

円
と
い
う
多
額
の
農
家
収
入
が
な
く
な
る
。
中
山

間
地
の
高
齢
化
が
進
み
、
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

文
化
が
な
く
な
る
な
ど
、
深
刻
な
影
響
が
発
生
す

る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。
新
年
度
予
算
で

は
、
法
人
化
を
は
じ
め
、
大
規
模
農
家
支
援
は
あ

る
が
、
小
規
模
農
家
へ
の
支
援
が
み
あ
た
ら
な

い
。
商
工
関
連
で
は
小
規
模
企
業
支
援
の
視
点
が

明
確
に
な
っ
て
い
る
。
農
業
も
大
事
な
産
業
の
柱

で
あ
る
。
中
小
規
模
農
家
、
条
件
の
悪
い
中
山
間

地
、
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
強
め
る
た
め
に

も
、
数
多
い
中
小
規
模
農
家
を
こ
れ
以
上
減
ら
さ

な
い
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
中
小
規
模
農
家
の
農

業
振
興
に
つ
い
て
の
考
え
と
、
今
後
の
予
算
付
け

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ�　

平
成
30
年
度
は
農
業
に
と
っ
て
減
反
政
策
、
戸

別
所
得
補
償
が
廃
止
と
な
り
大
変
な
転
換
期
と
な

る
。
国
で
は
稼
げ
る
農
業
と
い
う
こ
と
で
大
規
模

化
、
集
積
化
を
進
め
て
お
り
、
当
市
も
避
け
て
通

れ
な
い
と
こ
ろ
と
思
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
小

規
模
農
家
の
方
々
も
農
業
を
支
え
、
集
落
の
維
持

機
能
や
伝
統
文
化
の
継
承
に
つ
い
て
も
担
っ
て
い

る
。
小
規
模
農
家
の
方
に
向
け
た
も
の
と
し
て
、

国
県
の
経
営
体
育
成
支
援
、
市
単
独
又
は
県
費
に

上
乗
せ
す
る
機
械
や
施
設
導
入
の
費
用
助
成
、
種

子
や
種
苗
の
購
入
助
成
、
有
力
園
芸
品
目
の
拡
大

で
面
積
に
応
じ
た
支
援
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

�　

経
営
上
は
複
合
化
、
６
次
産
業
化
も
あ
る
。
農

家
の
皆
さ
ん
が
ま
と
ま
っ
て
何
か
を
や
る
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
精
い
っ
ぱ
い
お
手
伝
い
し
た
い
。

新
た
な
小
規
模
農
家
へ
の
支
援
も
、
ア
イ
デ
ィ
ア

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
考
え
て
い
き
た
い
。

市長総括質疑
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　「新発田ブランド」を発信する事業を引き続き
展開され、地域経済に貢献できるよう推進すると
ともに、生活に困窮している市民への支援を強化
していただきたい。併せて、成長過程で一番大切
な時期での学校生活において、思いやりと優しさ
のある心の通った教育に心掛けるとともに、小中
学校の児童生徒の個々の能力に対応した授業とな
るよう期待し、賛成する。

市民クラブ　中村　　功
賛成

　地方と都会の所得格差は広がる一方で当市の30
年度予算は約11億円の減で、今こそ税の再配分が
必要であるのに、地方交付税、国県の予算も６億
円近い減額となっている。定住促進等の施策が進
み社会増による市民税の増収は評価し、中でも父
親の育児参加への取組は重要である。人口減少の
中、より一層の市民協働の推進と地域の宝を引き
出す視点が重要であり、市政の更なる変革への挑
戦を期待し、賛成する。

民主クラブ　小林　　誠
賛成

　平成30年度一般会計予算について、会派とし
ての賛成・反対の意見を述べています。

討 論
discussion

本会議での一般会計予算審査
特別委員会委員長報告

日本共産党　佐藤　真澄
賛成

　市長は、本予算を「変化に対応し、市民サービ
スを一層充実させる攻めの予算」としており、
「産業振興」「子育て支援」「教育の充実」の原点
を推し進め、特に「教育の充実」に力を入れてい
くその視点は評価するが、「産業振興」分野は、
「子育て支援」「教育の充実」に比べると、企画立
案にやや弱さを感じる。産業は福祉の種である。
今後の行政の企画立案能力の向上に期待し、賛成
する。

つなぐ会　板垣　　功
賛成

　対前年比2.7％減、410億円の減額予算である
が、自主財源の市税増額は定住促進事業の実証で
あると評価する。一方、地方交付税、臨時財政対
策債の減額や本年大きな制度改革となる医療・介
護・県に移管される国民健康保険等、財政に対す
る影響が懸念される。今後も国の動向等に注視
し、健全財政堅持を要望する。市民サービスを充
実させる「攻めの予算新規事業」を掲げた本年度
予算が確実に実行され活力を見出し、市民に寄り
添った市政運営を期待し、賛成する。

公明党　石山　洋子
賛成

　全体として重要施策に沿った予算編成である
が、①学力向上等については、テストの結果だけ
を重視せず自ら学ぶことを重視し、学校図書館司
書配置・家庭学習支援をより推進すべき。②農業
振興について、新年度の稲作から生産調整廃止と
生産調整達成者への直接支払交付金が廃止に。小
規模農家は所得補償がないとやっていけない現状
がある。大規模農家も小規模農家も元気になれる
市独自の支援策を要望し、賛成する。

新発田政友会　川﨑　孝一
賛成

　平成30年度予算は、二階堂市政２期目の総括と
なる年であり、予算である。そのような中で、市
民サービスを充実させる「攻めの予算」とうたっ
ている。「少子化対策」では待機児童解消、第３子
以降学校給食費支援など、「産業振興」では農業経
営基盤の強化、海外からの誘客促進など、「教育の
充実」では10代の居場所カフェ事業や放課後子ど
も教室の拡大など、市民に密着した事業予算であ
ることから、大いに期待し、賛成する。
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　議案は分野ごとに所管する常任委員会に付託され審査されます。
　その審査の経緯と結果は、本会議で各常任委員会の委員長が報告し、質疑、討論を経て採決されます。
　（※以下は、審査状況の一部を紹介しています。）

常任委員会の審査状況

　２月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案15件、請願１件で、審査の結果、議案・
請願はすべて可決・採択すべきものとしました。

■平成29年度一般会計補正予算について（当委員会所管分） 	
　市庁舎施設維持管理事務の光熱水費について、「旧

庁舎の実績から床面積の約２倍増と省エネで３割減

の 2798 万 6000 円を計上したが、市民開放分 960 万

6000 円を補正した」と答弁がありました。

　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきものと

決しました。

■平成30年度新発田市コミュニティバス事業特別会計予算議定について 	
　「新年度から運行の『松浦地区デマンド予約型乗り

合いタクシー』は、運営主体は松浦地区公共交通協

議会で、乗降地は各集落内１～２カ所で全 32 カ所。

平日のみ１日片道６便運行する」と答弁がありました。

　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきものと

決しました。

■新発田市職員退職手当支給条例等の一部を改正する条例制定について 	
　今回の定年退職者は 18 名で平均約 68 万 7000 円

の引き下げであり、公務員の退職手当が民間に比較

して高すぎる状態が２年間以上続いており、給与を

上げ退職手当を下げないでは、市民の納得を得られ

ない」と答弁がありました。

　採決の結果、賛成多数で可決すべきものと決しま

した。

■第３次勧告の完全履行により悪臭発生を止める措置を求める請願書について 	
　「ナカショク上中山農場で養豚事業が開始され悪臭

公害が 14 年目になった。平成 26 年 10 月の市によ

る３度目の勧告にも関わらず、膠
こう

着
ちゃく

状態となってい

る。より一層の強い態度での対処を望む」との趣旨

説明があり、「現在、防疫強化を理由に立入拒否され

ており、今後も勧告の履行を求めていく。使用の一

時停止などの強権発動は、損害賠償を請求される可

能性があるうえ、協定自体の法的拘束力を争う訴訟

に発展する可能性も高く難しい」と答弁がありました。

　採決の結果、願意妥当とし、委員全員の賛成で採

択すべきものと決しました。

委員長　小柳　　肇総 務 常 任 委 員 会

本会議における社会文教常任委員会の委員長報告 総務常任委員会の付託議案審査
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委員長　石山　洋子社会文教常任委員会
　２月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案23件、陳情１件で、審査の結果、議
案・陳情はすべて可決・採択すべきものとしました。

　統合時のスクールバスの条件及び検討の仕方、料
金の負担についての質疑に、統合検討委員会におけ
る議論の経緯と「開校準備協議会で一定の合意形成が
あった。料金負担は発生しない」と答弁がありました。

「陳情を十分にくみ取り、子ども達の安全、安心な
送迎を願う」と賛成討論がありました。
　採決の結果、願意妥当とし、委員全員の賛成で採
択すべきものと決しました。

■東小学校開校に伴うスクールバスに関する陳情書について 	

　消雪施設新設事業について、今年度実施内容と補
正内容についての質疑に、「この事業は消雪パイプ設
置のことで、これまで年１路線、１地区という形で
進めてきたが、今回、国の補正予算がついて 30 年
度分の前倒しとなった。今年度実績はあやめ団地、
補正では中心市街地の新道三の丸線ほかの路線をや
る予定である」と答弁がありました。

空き家対策の調査結果についての質疑に、「所有者の
意向調査等最終的な調査による空き家件数を 887 件
とした対策計画を進め、30 年以降に追跡調査を考え
ている」と答弁がありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきものと
決しました。

■平成29年度一般会計補正予算について（当委員会所管分） 	

　生活基盤施設耐震化事業の内容と今後の見通しに
ついての質疑に、「水道管等の耐震化ということで、
内竹の配水場から出る基幹管理整備、昭和初期に敷
設した市街地管路の整備。簡易水道事業では、老朽
化が進んでいる中々山地区、滝谷新田の整備で浄配

水施設は特に内竹配水池の耐震化工事を実施中で、
その後、江口の浄水場と進めていきたい」と答弁が
ありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきものと
決しました。

■平成30年度新発田市水道事業会計予算議定について 	

　「ＴＰＰ関連で、たくさん予算が付き始めていると
いうところで、埋蔵文化財調査がこの進捗にブレー
キをかけることなく、加えて、資格ある調査員が減
るということがないように確保も含めて賛成する」

と討論がありました。
　採決の結果、願意妥当とし、委員全員の賛成で採
択すべきものと決しました。

■ほ場整備事業の推進に関する陳情書について 	

　介護基盤整備事業１億 1900 万円の県支出金減額
についての質疑に、「第６期介護保険事業計画、小規
模多機能型施設整備の公募に手が挙がらなかったた
め」と答弁がありました。保育園等でインフルエン
ザが職員に蔓延した状況と対応についての質疑に、

「通常クラスの 10％以上の欠席で、登園自粛として
いる。職員の感染、蔓延も同様に対応している」と

答弁がありました。生活保護費の減額についての質
疑に、「雇用情勢の好調、就労支援の成果、生活困窮
の段階で早期支援等により世帯数が減少に転じたこ
ともある」と答弁がありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきものと
決しました。

■平成29年度一般会計補正予算について（当委員会所管分） 	

　国民健康保険事業財政調整基金に対する考え方、
給付金の過不足が生じた場合の質疑に、「県が国保財
政の運営の責任主体となることに伴い納付金の不足
が万が一生じた場合、不足分として充当する相談を
させていただく」と答弁がありました。改正により
標準家庭における納付金の状況についての質疑に、

「所得や家庭の被保険者数により状況は変わる。国の
省令で示す一人当りの負担額は年々増加傾向にある」
と答弁がありました。
　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきものと
決しました。

■新発田市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 	

　２月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案22件、陳情１件で、審査の結果、議
案・陳情はすべて可決・承認・採択すべきものとしました。

副委員長　中野　廣衛経済建設常任委員会



〔22〕

請願・陳情の処理経過及び結果

件　名 処 理 経 過 及 び 結 果

県立新発田病院跡地に
複合歴史資料館の早期
建設を求める請願書
（平成21年9月採択、同
様の請願２件あり）

　平成22年度に「県立新発田病院跡地活用整備計画」を策定した。複合的歴史資料館

は、歴史・文化・生涯学習の拠点ゾーンの中で「複合・生涯学習施設」として整備項

目にあげている。「複合・生涯学習施設」は、整備時期を中長期とし、市の歴史に関

する資料館的要素を含めた施設として整備を行う計画である。

　今後の国庫補助制度の推移や、特別養護老人ホームの移転の見通しなどの状況を見

極めたうえで、整備に向け慎重に検討を進める。

新発田城石垣の「孕
はら

み出し」防止対策に
関する請願書
（平成26年9月採択）

　平成27年５月に近世城郭石垣調査の専門家を招へいし、現地調査を行った。急な

石垣の崩落に備え、石垣の状態を詳細な写真で記録しておくことと石垣の動きを把握

するため、観測が必要であると指摘を受けた。このことから、平成27年度に災害など

で石垣が崩落した場合に元の状態に積み直せるよう、石垣全体の詳細なデジタル写真

データの作成を実施。また、平成28年度から年３回、石垣の動きを把握するためレー

ザー等での測量観測に着手し、３年間実施することとした。

まちづくりに「新発
田生まれの英

えいけつ

傑・堀
部安兵衛武庸」の活
用を求める請願書
（平成28年3月採択）

　市指定文化財は、市文化財保存事業費補助金交付要綱に基づき、予算の範囲内にお

いて保存事業費の２分の１以内の金額を補助している。

　堀部安兵衛関連の市指定文化財については、平成26年１月８日に赤穂四十七士木像

及び長徳寺義士堂、義士堂扁
へん

額
がく

、天井画、堀部安兵衛武庸銅像などが指定された。

　平成25年度から28年度までの４年間で、四十七士木像の修復事業を実施すること

となり、事業費の２分の１以内の金額を補助し、平成28年度で事業が終了した。

市民文化会館におけ
る「４階席区分化」
を求める請願書
（平成28年6月採択）

　県内の類似施設38館について実態調査を行った。その結果、客席の仕切り装置を有

する館は３館で、いずれも建設当時から設置したものであり後付で工事したものでは

なく、また、料金設定の細分化を行っている館も３館という結果だった。

　区分化については、費用対効果、設備改修等の優先順位を踏まえ検討を進めてい

る。また、４階席を使用しない場合の使用料の細分化については、今後予定される全

庁的な使用料の見直しに合わせて検討したい。

赤谷林道にてタク
シーの早期運行実施
に関する陳情書
（平成29年3月採択）

　平成28年８月まで、タクシー会社及び関係機関と協議を重ねたところであるが、平

成28年９月に工事車両が林道から谷に転落し、運転手が死亡する事故が起こり、ま

た、平成29年７月には林道法面の大規模崩落が発生し、平成29年度の赤谷林道及び

湯の平登山道の閉鎖をしている。

　この事故を踏まえ、十分な安全対策と経費等を検証したうえでタクシー運行実施の

判断を行うため、今後、警察、消防、森林管理署等関係機関と協議し、慎重に検討を

進める。

　また、平成29年７月の林道法面の大規模崩落の対応として森林管理署及び東北電力

と、豪雨時の対応として新潟県と協議を行ったところである。

　議会で採択された請願や陳情について、所管の部署がどのように処理対応したのか、その途中経過や結果
が報告されたものをお知らせします。（抜粋）
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ホームページで市議会を紹介しています
　市議会のホームページでは、市議会のしくみや議員名
簿、議会日程等を掲載しています。
　本会議や常任委員会で議員の質問や市長等の答弁を記録
した「会議録」を検索閲覧することができます。スマート
フォンやタブレット端末でも検索できます。他にも、｢市
議会だより｣のバックナンバー（83号以降）を見ることが
できますので、ぜひご覧ください。
　なお、このたびの２月定例会の会議録は、６月上旬頃に
掲載予定です。
　また、これまでの会議録(冊子)は、市立中央図書館（イクネスしばた内）に設置されています。

　本会議（定例会のみ）の様子を、
エフエムしばたで生放送します。
　生放送は本会議開始（午前10時）
から終了まで全て放送します。イン
ターネットサイマルラジオでも聴く
ことができます。
　緊急情報や休憩などにより中断す
ることがあります。
　また、一般（代表）質問が行われ
る本会議の録音放送も行います。本
会議開催日以降の午後７時から２時
間程度、数日に分けて放送します。
放送日時は市議会ホームページやエ
フエムしばたでお知らせします。
ぜひお聴きください。

本市議会
行政視察状況
（１月･２月）

①視 察 先
②視察内容

☆経済建設常任委員会
　① 栃木県那須町
　　 栃木県那須塩原市
　② 農業の６次産業化の取り組みについて

☆若月　学
　① 村上市
　② 村上市歴史的風致維持向上計画及び歴史文化基本構想について

※一般質問２日目及び３日目は、一般質問の通告議員が多い場合に行います。

変更等の場合は、ホームページ・エフエムしばた等でお知らせします。

日 月 火 水 木 金 土
5/27 28 29 30 31 6/1 2

告示日 

議会運営 
委員会

請願・陳情 
提出期限

議会運営 
委員会

3 4 5 6 7 8 9
本会議

（　　 　 ）
10 11 12 13 14 15 16

本会議
（　　　　 ）

17 18 19 20 21 22 23
本会議

（　　　 　）
本会議

（　　　 　）
総務常任 
委員会

社会文教 
常任委員会

経済建設 
常任委員会

24 25 26 27 28 29 30
議会運営 
委員会

本会議
（最終日）

提案理由
説明・委
員会付託

一般質問
１日目

一般質問
３日目

議会運営委員会

意見書提出期限

一般質問
２日目

6月定例会日程予定6月定例会日程予定

http://www.shibata‐shigikai.jp/

本会議をエフエムしばた
（76.9MHz）

で生中継します！　　
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編　集　委　員
	 委 員 長	 若月　　学

	 副委員長	 小坂　博司

	 委　　員	 川﨑　孝一

	 〃	 湯浅佐太郎

	 〃	 佐藤　武男

	 〃	 佐久間敏夫

	 〃	 中村　　功

	 〃	 加藤　和雄

	 〃	 阿部　　聡

	 〃	 石山　洋子

編集後記
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議会報告会を開催します

開かれた議会を目指して

多くの皆さまの参加を!!

　新発田市議会では、議会報告会を市内８会場で開催し

ます。

　報告会では、平成30年度新発田市一般会計予算関係

を中心に２月定例会で審議された内容を報告するほか、

市民の皆さまと「新発田市の困りごとと活性化について
（例えば、交通弱者対策、有害鳥獣対策、空き家対策な
ど）」をテーマに意見交換も行います。
　皆さま、ぜひ会場へお越しください。

開催日 時間 会場 説明議員

５月19日
（土）

午前10時～

市役所本庁舎４階
委員会室

湯浅佐太郎、今田修栄、佐久間敏夫、小川　徹、
小林　誠、石山洋子

佐々木コミュニティ
センター

川﨑孝一、若月　学、佐藤武男、井畑隆二、
入倉直作、加藤和雄、中野廣衛

青少年宿泊施設
あかたにの家

比企広正、水野善栄、中村　功、小坂博司、
宮村幸男、阿部　聡、渡邊喜夫

午後１時30分～

紫雲寺地区公民館 湯浅佐太郎、今田修栄、佐久間敏夫、小川　徹、
小林　誠、石山洋子

豊浦地区公民館 川﨑孝一、若月　学、佐藤武男、井畑隆二、
入倉直作、加藤和雄、中野廣衛

川東コミュニティ
センター

比企広正、水野善栄、中村　功、小坂博司、
宮村幸男、阿部　聡、渡邊喜夫

５月26日
（土）

午前10時～ 加治川コミュニティ
センター 小柳　肇、宮崎光夫、宮島信人、稲垣富士雄、

渡部良一、佐藤真澄、板垣　功
午後１時30分～ 七葉コミュニティ

センター

※　事前の申込みは必要ありません。どの会場にご来場されても構いません。
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